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大きい数のしくみ

千（1000）、百（100）、四千二百七十五億
おく
八千万

65、2730、六十五兆
ちょう
二千七百三十億

1　六億八千三百五十万三千三百二十五
2　五十二兆三百七十億九千百二十五万　

　　  兆　　億　　万
1　　　 　  683503325
2　52 037091250000

 右から 4けたごとに区切ると読みやすいね。

1　90701230050
2　23030050000000
3　380520000
4　7000600030000

1、2は漢字で書き表されていない位
くらい
に、3は

●がない位に、0を書きます。
1　九百七億   　百二十三万   　　五十
　　 907 　  ■ 123 　  ■■ 50
2　二十三兆   　三百億   五千万  
　　 23 　  ■300　  5000　  ■■■■

「億」や「兆」の大きな数も、「一、
十、百、千」の4つの位を繰り返していることをしっ
かり理解させましょう。

1
2ページ

1
2

3ページ
1 1

2 2
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1　350億
おく
　　2　86

3　5345　　4　10000
4 　整数は、位

くらい
が 1つ左に進むごとに、10倍に

なるしくみになっています。5億から 5兆
ちょう
は、

位が 4つ左に進んでいます。
1㋐　 5億　　㋑　12億　　㋒　27億
2㋓　9000億　　㋔　 1兆 800億

1　いちばん小さい 1めもりは 1億です。
2　いちばん小さい 1めもりは 100億です。

 まず、いちばん大きい 1めもりが表してい
る数をよんで、その数の 10等分はいくつか
考えればいいね。

1　 1　　2　 1　　3　74000000000　　4　740000000　　5　740
6　 7　　7　4000
9 8 7 6 5 4 3 2 1、 1 0 2 3 4 5 6 7 8

1　10倍した数　　900億

　　10
1  にした数  9億

2　10倍した数  4兆

　　10
1  にした数 400億

3　10倍した数 50兆

　　10
1  にした数 5000億

4　10倍した数 830兆

　　10
1  にした数  8兆 3000億

整数を 10倍すると、位は 1けたずつ上がり、

10
1  にすると、位は 1けたずつ下がります。

2　10倍すると、位は 1けたずつ上がるから、
千億の位の 4は一兆の位になります。

3　10
1  にすると、位は 1けたずつ下がるから、

　一兆の位の 5は千億の位になります。

整数のしくみをしっかり理解さ
せることが大切です。

　10倍した数や 10
1  にした数が、「億から兆」や「兆

から億」と変わるとき、まちがいが多くなります。理
解が不十分なときは、位取りの表を使って考えさせる
ようにしましょう。

1　9876543210
2　1023456798

1　10けたの整数は●十億になるから、つくる
ことができるいちばん大きい整数を考えます。

2　まず、いちばん小さい整数をつくります。
　いちばん左の位には 0のカードは置

お
けない

ので、いちばん小さい整数は、
1023456789です。

1　100000000000
2　999999999995

1　いちばん左の位は 0をのぞいた数の中でい
ちばん小さい数 1にします。次の位からは 0
を使うことができるので、いちばん小さい整数
は、1を 1回 0を 11回使った数になります。

2　同じ数字を何回使ってもよいので、いちばん
大きい整数は、999999999999です。

2  や 3  で、「3ばんめに大きい整数は？」、「90億にいちばん近い整数は？」、「いちば
ん小さい整数から1をひくといくつになる？」など、数づくりゲームをしてみよう。

3 3

4 4

4ページ
1

2

5ページ
1 1

2 2

3 3
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11　 3　　2　 50　　3　 400　　4　125934
25　 7　　6　 600　　7　116544
1　 3　　2　2368000

1　　　　 2

3　　　　 4

 数が大きくなっても、筆算のしかたは同じです。

1　　　　 2

3　　　　 4

5　　　　　　　　6

1・2　かける数の十の位の、積
せき
が 0になる計

算を省
はぶ
いて、百の位の積を 2けたずらして書

きます。
1　　　　　

3 ～6　終わりに 0のある数のかけ算は、0を
省いて計算し、その積の右に、省いた 0の数
だけ 0をつけます。

3

0のあるかけ算はくふうすると
計算が簡単になりますが、まちがいも起きやすいので、
くふうのしかたを正しく理解させて、まちがいを防ぐ
ように注意させましょう。

まちがえた問題をもう1回やってみよう。積が0になる計算を省いた後に積を書く位
い
置
ち
は

特に注意しよう。
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2
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省きます。
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省く

つけたします。
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1　 3　　2　一兆
ちょう
の位

くらい

3　 2ばんめ　千億
おく
（1000億）

　　 5ばんめ　一億（ 1億）
1　3118200000000
2　50270000000
3　290000000
4　70300000000000

1 ・2　漢字で書き表されていない位には 0を
書きます。

4 　1000億を703こ集めた数は 70兆 3000
億です。

㋐　8500億　　㋑　9200億　　㋒　 1兆 いちばん小さい 1めもりは 100億です。
1　360億　　
2　 6兆 2000億

整数を 10倍すると、位は 1けたずつ上がります。
2　千億の位の 6は一兆の位に、百億の位の 2
は千億の位になります。

1　58億　　2　4000億
1　　　　　　　　2　

3　　　　　　　　4　

5　　　　　　　　6　

整数を 10
1  にすると、位は1けたずつ下がります。

2　一兆の位の 4は千億の位になります。
 3 　かける数の十の位の、積

せき
が 0になる計算を

省
はぶ
いて、くふうして計算します。

4 ～6　0を省いて計算し、その積の右に、省い
た 0の数だけ 0をつけるくふうをして計算し
ます。

整数のかけ算の筆算は、このあ
と4年生や5年生で学習する小数のかけ算でも使いま
す。しっかりと理解させておくようにしましょう。

 0、1、2、3 十億の位の 7と一億の位の 4が同じなので、千万
の位の□と 3、百万の位の 5と 6をくらべます。
㋐74□5920000　　㋑7436180000

説
せつ
明
めい
（例
れい
） 　かける数の十の位の、積が 0にな
る計算を省いたら、かける数の百の位
の積は 2けたずらして書かなければ
いけないのに、1けたしかずらしてい
ない。

正しい計算

　　　　　　　　

　　　　　　省いてもよいです。

かけ算の筆算でまちがえた
問題は、どこをまちがえたか見直して、もう1回やっ
てみよう。
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 かける数の十の位の、積が
0になる計算は省いてもよ
いよ。省いたら、百の位の
積を 2けたずらすのをわす
れないようにしよう。
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折れ線グラフと表

1　18　　2　27　　3　 3　　4　 4　　　　
5　 9　　6　10
月、気温、（右の図）

1　 1　　2　 1、2　　3　 3、4、6
4　 7、8　　5　 8、9

 1　 0度から10度の間を10等分しているから、
　1めもりは 1度になります。
2　線がま横になっているところをさがします。
3　線が右に上がっていて、かたむきがいちばん
急なところをさがします。

3年生で学習した棒グラフは、
棒の長さで数の多い少ないを比べました。折れ線グラ
フは、増える減るだけでなく、その変わっていくよう
すを表すグラフであることを理解させましょう。

1㋐　時　　㋑　度　　㋒　 0　　㋓　25
　㋔　 1日の気温の変わり方
　　

2　20度（ぐらい）

1 　㋓…15から 20の間を 5等分しているから、
1めもりは 1です。20から 5めもりで、25。

　　午前 11時の気温がわかりませんが、午前
10時と午後 0時の気温を表すところの点を直
線で結

むす
んで折

お
れ線

せん
グラフをかきましょう。

2　午前 11時のめもりと折れ線の交わるところ
をよみます。

データの最大値と最小値から、
グラフの縦の軸の目もりが表す数を決めたり、
の印を使って、目もりの途中を省いた方がよいか考
えたり、グラフのおおまかな形をイメージしてから、
グラフをかかせるようにしましょう。また、点・を正
しい位置にうつことは、6年生で学習する比例のグラ
フでも必要とされるので、しっかり練習させましょう。

折れ線グラフの「・」や「上が
り方や下がり方」をよむことと、折れ線グラフに表す
ことのどちらもできるようにしよう。

1　 3　　2　 4　　3　校庭、ぶつかる
1　クロール、平泳ぎ　　2　 5

2
10ページ

1

2

11ページ
1 1

2 2

12ページ
1
2
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1

2　 2、ぶつかる、校庭、転ぶ

1　落ちや重なりがないように、調べたものに印
しるし

をつけてチェックをしながら、「 」の字を書い
て表に整理しましょう。

　　　
 1人… 、2人… 、3人… 、
4人… 、5人… 、と表すよ。

　　右の表の「体育館でひねる」を、左の表に書き
入れるときは、左の表の 体育館  を横に見て、
　ひねる   をたてに見て、交わったところに「 」
の字を書き入れます。
　

2・1でつくった表から「教室でいちばん多かっ
た原いん」の人数をよむとき
　表の左の 教室  を横に見ると、いちばん大き
い数は 2で、2をたてに見ると、ぶつかる  で
す。教室でいちばん多かった原いんは、ぶつ
かるであることがわかります。
・①でつくった表から「いちばん多かった（場所
と原いん）」をよむとき
 　表に書き入れた数のうち、合計をのぞく
いちばん大きい数の 4を横とたてに見ると、
校庭で、原いんが 転ぶけがであることがわ
かります。

　
1

2　海がきらいで山が好きな人

1　まず、データをいちばん左の表に整理します。
それをもとに、真ん中の表に人数を書きます。
最後に、真ん中の表の右はじの合計、下の合計
に人数を書きます。

2　㋐は 海 きらいと 山 好き  が交わっ
たところです。

3年生では、1つのことがらに
あてはまる数を整理する表を学習しました。ここでは、
表を横と縦の2方向から見ることで、2つのことがら
にあてはまる数を整理します。

「正」の字を使ってデータを
数えて表に書き入れたあとに、右はじの合計の和と下
の合計の和が、それぞれデータの合計になっているか
たしかめて、落ちや重なりがないかのチェックをしよ
う。

13ページ
1

けがをした場所と原いん（ 5月） （人）
原いん

場所 ぶつかる 転ぶ ひねる 落ちる 合計

校庭 2 4 1 0 7
体育館 1 2 1 1 5
教室 2 1 0 0 3
ろう下 1 2 0 0 3
合計 6 9 2 1 18

1

原いん
場所 ぶつかる 転ぶ ひねる

校庭

体育館

原いん
場所 ぶつかる 転ぶ

校庭 2 4

2
　　　海と山の好

す
ききらい調べ　　（人）
山

合計
好き きらい

海
好き 15 4 19

きらい
㋐

6 3 9

合計 21 7 28

海 山 人数
（人）

○ ○ 15
○ × 4
× ○ 6
× × 3

2
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い、え  変
か
わっていくもののようすを表すときには、折

お
れ

線
せん
グラフを使います。

1　月、気温　　2　11、25
3　10、11

3 　線が右に下がっていて、いちばんかたむきが
急なところをさがします。

1

2　い

1 　グラフのたてのじくを見ると、15度と 20
度の間を 5等分しているから、1めもりは 1
度です。
まず、めもりが表す数を書いていきます。
次に、それぞれの月の気温を表すところに点を
うち、点を順

じゅん
に直線で結

むす
びます。

グラフの上の  には、表題を書きます。
2 　あ　点と点の間の気温は、必

かなら
ず正かくとはい

えません。
 　い　気温が上がっている午前 6時から午後
2時で考えます。

1　 3　　2　 1　　3　校庭  1　ひねる  をたてに見て、合計のところをよみま
す。

2　体育館  を横に見て、落ちる  をたてに見て、
交わったところをよみます。

3　表の横にたした合計を見ます。上から順に
11、6、4、4です。いちばん大きい数が 11
だから、校庭  だとわかります。

㋐　15　　㋑　 6　　㋒　 3　　㋓　32  ㋐　表をたてに見ます。
　　㋐ + 8 = 23　 　㋐  = 23 - 8 = 15
㋑　表を横に見ます。
　　㋐ + ㋑ = 21だから、
　　15 + ㋑ = 21　 　㋑  = 21 - 15 = 6
㋒　表を横に見ます。
　　8 + ㋒ = 11　 　㋒  = 11 - 8 = 3
㋓　23 + 9 = 32　（21 + 11 = 32）

3月（と）4月（の間）、10月（と）11月（の間）

 たてのじくは、0度と 10度の間を 10等分して
いるから、1めもりは 1度です。
キャンベラの、それぞれの月の気温を表すところ
に点をうち、点を順に直線で結んで、折れ線グラ
フをかきます。また、東京とキャンベラの気温が
同じになるのは、2つの折れ線グラフが交わった
ところです。

気温が同じになる月を読み取る
以外にも、2つのグラフを比べて、共通点やちがいな
ど気づいたことを話し合うことで、折れ線グラフの理
解を深めさせましょう。

14〜15ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6
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わり算の筆算⑴

60、6、2、20
100、2、200

1　30　　2　20　　3　10
4　60　　5　40　　6　60
7　80　　8　60　　9　50

 10をもとにして考えます。
1　6 / 2 = 3 60 / 2 = 30 10が 3こ

4　18 / 3 = 6 180 / 3 = 60
 10が 6こ

5　36 / 9 = 4 360 / 9 = 40
 10が 4こ

6　42 / 7 = 6 420 / 7 = 60
 10が 6こ

8　30 / 5 = 6 300 / 5 = 60
 10が 6こ

9　40 / 8 = 5 400 / 8 = 50
 10が 5こ

1　400　　2　100　　3　300
4　200　　5　700　　6　500
7　900　　8　500　　9　800

100をもとにして考えます。
1　8 / 2 = 4 800 / 2 = 400
 100が 4こ

2　7 / 7 = 1 700 / 7 = 100
 100が 1こ

3　9 / 3 = 3 900 / 3 = 300
 100が 3こ

4　12 / 6 = 2 1200 / 6 = 200
 100が 2こ

5　28 / 4 = 7 2800 / 4 = 700
 100が 7こ

8　30 / 6 = 5 3000 / 6 = 500
 100が 5こ

9　40 / 5 = 8 4000 / 5 = 800
 100が 8こ

式　200 / 4 = 50 答え　50こ 全部のこ数  / 分ける数  = 1つ分のこ数
なので、200 / 4です。
200を 10をもとにして考えます。
20 / 4 = 5 200 / 4 = 50

11　 2　　2　 6　　3　25　　4　 8　　5　 1　　6　28　　7　 1
28　 1　　9　 1　　0　 4　　Q　16　　W　 5　　E　 3　　R　145　　T　 3

3
16ページ

1
2

17ページ
1 1

2 2

3 3

18ページ
1
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1　23　けん算… 4 * 23 = 92
2　15あまり 4　けん算… 6 * 15 + 4 = 94
3　22あまり 1　けん算… 3 * 22 + 1 = 67
4　40あまり 1　けん算… 2 * 40 + 1 = 81

わり算の筆算は、大きい位
くらい
から計算します。

計算のとちゅうでも、あまりはわる数より小さく
なるようにします。
「たてる」「かける」「ひく」「おろす」の順

じゅん
に計算

します。
1 　　　　　　2 

3 　　　　　　4 

けん算は
わる数  * 商  + あまり  = わられる数
でします。

1　157あまり 4
2　134
3　324あまり 1
4　120あまり 5
5　208あまり 2
6　201あまり 3

  3けた / 1けたの筆算も、2けた / 1けたの筆
算と同じしかたでできます。
1 　　　　　　2 　 

5 

式　82 / 6 = 13あまり 4 答え　14日  13日だと、まだ 4ページ残
のこ
っているから、全部

読むには、もう 1日かかります。
13 + 1 = 14

わり算の文章題では、求めた商
や余りが何を表しているかを考えて、答えを求める習
慣をつけさせましょう。

19ページ
1 1

4 92
8
12
12

0

23
g 6 94

6
34
30

4

15
g

3 67
6

7
6
1

22
g 2 1

1
0
1

0
8
8

4
g

一の位の 0を書き
わすれないように
しましょう。

省
はぶ
いてもよいです。

2 2

5 789
5
28
25

39
35

4

157
g 6 804

6
20
18

24
24

0

134
g

3 62
6

2
0
2
24

208
6

6

2

g

省いてもよいです。

3 3
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1　234　　2　23　　3　 7　　4　 8　　5　24　　6　78
1　 8　　2　 0　　3　80　　4　80　　5　 5

答え　い、う
説
せつ
明
めい
（例
れい
） 　わられる数の百の位の数が、わる数
より小さいから。

 わられる数の百の位
くらい
の数が、わる数より小さいも

のをさがします。

1 　　　　 2 　　　　 3 

4 　　　　 5 　　　　 6 

7 　　　　 8 　　　　 9 

 （ 3けたの数） / （ 1けたの数）の筆算で、わられ
る数の百の位の数が、わる数より小さいときは、
その右の十の位の数までふくめた数で計算を始め
るから、商は十の位からたちます。

はじめに商の見当をつけよ
う。それから筆算をして、最

さい
後
ご
にけん算もしよう。

1　40　　2　40　　3　40　　4　10　　5　 4　　6　14
17、170

1　40、6　　2　40、18　　3　80、14
1　13　　2　12　　3　23
4　14　　5　27　　6　19
7　19　　8　16　　9　15

5　54 / 2 1　40 / 2 = 20
 2　14 / 2 =  7
　  1　2 　あわせて　　27

1　140　　2　430　　3　310
4　130　　5　120　　6　260
7　140　　8　180　　9　150

わられる数を、10をもとにして考えます。
6　78 / 3 = 26 780 / 3 = 260
9　120 / 8 = 15 1200 / 8 = 150

筆算をさせて、暗算の考え方と比べさせてみましょう。右の
ように、商の十の位の3は 60 / 2 = 30を、商の一の位の7は 14 / 2 = 7を意
味していることを確かめさせるとよいでしょう。

2 74
6
14
14

0

37

0
g

60 / 2 = 30

14 / 2 =  7

20ページ
1
2

21ページ
1 1

2
7 408

35
58
56

2

58
g 8 629

56
69
64

5

78
g 5 215

20
15
15

0

43
g

2 192
18

12
12

0

96
g 4 316

28
36
36

0

79
g 7 289

28
9
7
2

41
g

3 186
18

6
6
0

62
g 9 453

45
3

50
g 6 360

36
0

60
g

2

22ページ
1
2

23ページ
1
2 2

40 14

3 3
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1　50　　2　40　　3　800

3 * 24 + 2 = 74

10や 100をもとにして考えます。
1　15 / 3 = 5 150 / 3 = 50
3　64 / 8 = 8 6400 / 8 = 800
わる数 * 商  + あまり = わられる数

1 　　　　 2 　　　　 3 

4 　　　　 5 　　　　 6 

7 　　　　 8 　　　　 9 

3 ・9　商の一の位に 0を書くのをわすれない
ようにしましょう。

6 　商の十の位に 0を書くのをわすれないよう
にしましょう。

7 ～9　わられる数の百の位の数がわる数より小
さいから、商は十の位からたちます。

1は、暗算で答えを出すことも
できます。筆算で計算したら、暗算のしかたを考えさ
せるのもよいでしょう。

1　説明（例） 　あまりはわる数より小さくなく
てはいけないのに、あまりのほう
が大きくなっている。　

　　正しい答え　24あまり 1
2　説明（例） 　わられる数のいちばん大きい位

の数が、わる数より小さいから百
の位に商はたたないのに、百の位
から商をたてている。

　　正しい答え　52　

正しくは、1 　　　　　　2 

 1、2、3、4
　

わられる数の百の位の数 4とわる数□をくらべ
ます。

式　114 / 8 = 14あまり 2 答え　15回  14回運ぶと荷物が 2こ残
のこ
るから、全部運ぶには、

あと 1回運びます。　14 + 1 = 15
文章題を解くときは、商や余り

が表すものを考えて、答えを求めさせるようにしま
しょう。

ある数　78
正しい答え　26

ある数を□とすると、
□ * 3 = 234 □ = 234 / 3 = 78
正しい答えは、78 / 3 = 26

24〜25ページ
1

2

1

2

3
6 72

6
12
12

0

12
g 3 98

9
8
6
2

32
g 6 65

6
5

10
g

8 988
8
18
16

28
24

4

123
g 5 685

5
18
15

35
35

0

137
g 4 829

8
29
28

1

207
g

4 298
28

18
16

2

74
g 6 336

30
36
36

0

56
g 7 634

63
4

90
g

3

4 4
4 97

8
17
16

1

24
g 7 364

35
14
14

0

52
g

5 5

6 6

7 7
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角の大きさ

ア、40
1　180　　2　215　　3　360　　4　215　　5　215

あ　65&　　い　30&　　う　100&　
え　125&

 分
ぶん
度
ど
器
き
を使って角度をはかるときは、0&の線を

合わせたほうのめもりをよみます。

角の大きさをはかるときは、分
度器の中心を角の頂点にぴったり合わせることに注意
させましょう。

1あ　125&
　い　125&
2う　55&

1あ　180 - 55 = 125
　い　180 - 55 = 125
2う　180 - 125 = 55

あ　230&　　い　315&  180&より大きい角度をはかるときは、180&と
●&に分けたり、反

はん
対
たい
側
がわ
の角度をはかるなどのく

ふうをしましょう。
あ　180 + 50 360 - 130
　

い　180 + 135 360 - 45
　

角の大きさをはかる前に、
90°より大きいか小さいか、180°より大きいか小さ
いか、見当をつけてからはかってみましょう。

4
26ページ

1
2

27ページ
1 1

2 2

3 3
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4、40、60、ウ

1　

2　

1　分度器の中心を点アに合わせます。
2　 0&の線を辺アイに合わせます。
3　かきたい角の大きさのめもりのところに点を
うちます。

4　点アと3でうった点を通る直線をひきます。
2　245&の角をかくときは、180&に 65&を
たす方

ほう
法
ほう
や、360&から 115&をひく方法など

を使ってかきます。

1　

2　　　

1　

2

3年生ではコンパスを使って3
辺の長さから三角形をかきました。ここでは、分度器
を使って1辺の長さとその両端の角の大きさから三角
形をかいています。このかき方を利用して、あとで平
行四辺形やひし形をかく学習もします。また、5年生
では、2辺の長さとその間の角の大きさから三角形を
かくことも学習し、中学2年生で学習する合同条件へ
とつながっていきます。

1　30　　2　60　　3　45　
4　45

 1組の三角じょうぎの角度は、それぞれ 30&、
60&、90&と 45&、45&、90&です。

28ページ
1

29ページ
1 1

2 2

3 3
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1　 2、180　　2　 4、360
あ　20&　　い　115&

 1直角 = 90&です。

1　50&　　2　135& 1

2

あ　112&　　い　68&

1　225&　　2　305&

あ　180 - 68 = 112
い　180 - 112 = 68
1　180 + 45 　　360 - 135

2　180 + 125 　　360 - 55

　
1　

2　

3　

3　320&の角をかくときは、180&に
140&をたす方

ほう
法
ほう
や、360&から 40&

をひく方法などを使います。

30〜31ページ
1
2

1
2

3 3

4

5

4

5

6 6
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　 まず、5 cmの辺
へん
からかき始めます。

1　105&　　2　60& 1　　　　　　　2

60 + 45 = 105　　90 - 30 = 60
180°より大きい角をはかっ

たりかいたりする考え方は2通りあります。1つの考
え方でできたら、もう1つの考え方でもしてみよう。
両方の考え方ができるようになっておこう。

小数のしくみ

1　0.03、1.73、七三　　2　0.007、1.587、五八七
0.6、0.04、0.008、2.648

1　0.04、7　　2　0.34
3　0.002、9

 2　水のかさは、0.3 lと、0.04 lで
　0.34 lです。

1㋐　0.95 m ㋑　1.01 m
　㋒　1.07 m ㋓　1.19 m
2㋐　6.693 m ㋑　6.697 m
　㋒　6.709 m ㋓　6.715 m

 1 　0.9から 1までは 0.1で、それを 10等分
しているから、いちばん小さい 1めもりは
0.01 mです。

2 　6.69から 6.7までは 0.01で、それを 10
等分しているから、いちばん小さい 1めもり
は 0.001 mです。

1　1.843 km　　2　0.14 km
3　5.23 m 4　3.05 kg
5　0.307 kg 6　0.091 kg

 1・2　100 mは 0.1 km、10 mは 0.01 km、
　 1 mは 0.001 kmです。
4～6　100 gは 0.1 kg、10 gは 0.01 kg、
　 1 gは 0.001 kgです。

7、1000
1 、0.001

4.8、48、0.048、0.0048

7 7

8 8

5
32ページ

1
2

33ページ
1 1

2 2

3 3

34ページ
1

2
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1　 3、0、7、5　　2　 8、1000
1  2　

1　<　　2　>  1は 100
1  の位、2は 10

1  の位でくらべます。

㋒、㋑、㋓、㋐  数を数直線に表します。

　
1　 6.5、65、0.065、0.0065
2　3.6、0.36

 小数も整数と同じように、10倍すると、位は

 1けたずつ上がります。また、 10
1  にすると、

位は 1けたずつ下がります。
1　 7こ　　2　62こ　　3　380こ  　　

1　
2　
3

小数も 10倍または 10
1  ごとに位をつくっていることや、大きな位の数から順に見て大小を比

べることなど、小数のしくみと整数のしくみは同じになっていることを、しっかり理解させましょう。位取りの表や

数直線を使って、10倍や 10
1  ごとになっていることの理解を深めさせてもよいでしょう。

1　5.72　　2　6.30、6.3　　3　5.493
1　0.46　　2　5.35　　3　5.13

18.13 21.21
37.057 4　

5　　　　　　 6

7　　　　 8　

9　　　　　　　

たし算を筆算でするときは、小数点をたてにそろ
えて書けば、位がそろいます。和の小数点は上の
小数点にそろえてうちます。わすれないようにし
ましょう。
5　　　　　　　　　　6　

　

35ページ
1 1 一の位

くらい

10
1  の位 100

1  の位 1000
1  の位

6 4 8 3.

2 2

3 3

4 4

5 5 一の位 10
1  の位 100

1  の位

0 0 1
0 0 7
0 6 2
3 8 0

.

.

.

.

36ページ
1
2

37ページ
1

.

.

.

5
1
7

4
9
4

3
7
0

+

.

.

.

0
0
0

3
0
4

7
5
3

2
8
0

+
.

.

.

1
1

4
2
7

9
0
0

4
6
0

+

.

.

.

2
3
6

5
8
3

4

4
+

.

.

.

1

1

4
0
5

8
5
3

2
2

+

.

.

1

2

8
7
5

6
6

3
3

+

1

.

.

.

0
0

3
0
4

7
5
3

2
8

0 0
+

.

.

.

1
1

4
2
7

9
0

4
6

0 0
+

0を書きわすれないようにしましょう。

小数点
消します。
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11.79 22.76
312.8 4　

5　　　　　 6　

7　　　　 8　

9　

 ひき算を筆算でするときは、小数点をたてにそろ
えて書けば、位がそろいます。差

さ
の小数点は上の

小数点にそろえてうちます。わすれないようにし
ましょう。
4　

6　

7　

小数点の位置を縦にそろえて筆
算の形に書いたら、小数点より右側であいているとこ
ろには0があることを意識させましょう。0を書き入
れるのもよい方法です。答えに小数点をうつこと、答
えが1より小さいときに左端に0を書くこと、右端の
0を消すこと以外は、3年生で学習した整数のたし算
とひき算と同じであることを理解させましょう。

1　4.25 kg　　2　2.605 km
3　1.46 m

 1　100 gは 0.1 kg、10 gは 0.01 kg、
　 1 gは 0.001 kgです。
2　1000 mは 1 km、100 mは 0.1 km、
　10 mは 0.01 km、1 mは 0.001 kmです。
3　10 cmは 0.1 m、1 cmは 0.01 mです。

1　 5　　2　1000
1 、0.001  

1　>　　2　<　　3　>　　4　>  小数も整数と同じように、大小をくらべるときは、
大きな位の数字からくらべていきます。
1　一の位の数字でくらべます。

2　100
1  の位の数字でくらべます。

3　10
1  の位の数字でくらべます。

4　100
1  の位の数字でくらべます。

1　0.83、8.3　　2　0.76、0.076  1　10倍すると、位は 1けたずつ上がります。

2　10
1  にすると、位は 1けたずつ下がります。

2
.

.

.

98
4
4

4
3
1 9

-

.

.

.

5
0
4

2
6
5

4
7

2

7 2
-

.

.

.

31 0
9
0

5
7

1
9

-

.

.

9
4
4

7
2

4
6

- .

.

3
0
2

0
9

6
3

5
5

-

.

.

1
0
0

0
9

2
7

8
2

-

2

4.3は 4.30と考えます。
.

.

.

8
4
4

4
3
1 9

9
0-

0を書きわすれないようにしましょう。

10.3は 10.30と考えます。.

.

.

1 0
9
0

3
5
7

1
9

0
-

9は 9.00と考えます。.

.

9
4 7 4

0 0
-

38〜39ページ
1 1

2 2 一の位 10
1  の位 100

1  の位 1000
1  の位

1 8 5 2.
3 3

4 4
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9.07、907こ  9から 10までは 1で、それを 10等分してい
るから、いちばん大きい 1めもりは 0.1です。
いちばん小さい 1めもりは、それをさらに 10
等分しているから、0.01です。

1 　　　　　　2 　　　　　　3 

4 　　　　　　5 　　　　　　6 

7 　　　　　　　 

8 　　　　　　　 

　

 筆算をするときは、小数点をたてにそろえて書く
と位

くらい
がそろいます。和や差

さ
の小数点は、上の小数

点にそろえてうちます。

1　

2㋐　0.04　　㋑　 2、3、6

 1 　 2から 2.5までは 0.5で、それを 5等分し
ているから、いちばん大きい 1めもりは 0.1
です。いちばん小さい 1めもりは、それをさ
らに 10等分しているから、0.01です。

1説
せつ
明
めい
（例
れい
）　筆算の位がそろっていません。

　正しい答え　40.06

2説明 （例） 　100
1  の位の計算がたし算になっ

ています。
　正しい答え　3.58

 1　　　　　　 2　

（例） 　0.01をもとにして考えると、10.45
は 0.01 が 1045 こ、7.82 は 0.01 が
782こだから、10.45 - 7.82の答えは、

　　 1045 - 782 = 263をもとにして求
もと
めら

れます。

 小数のひき算は、0.01や 0.001などをもとに
して考えることもできます。

この単元の後、第 13単元でも、
0.1をもとにして考えて、整数のかけ算やわり算の計
算でできます。

考える力をのばそう

1㋐　 6 ㋑　50 ㋒　 6
2㋓　 6 ㋔　44 ㋕　44
　㋖　22　　㋗　22　　㋘　22
　㋙　28　　㋚　28　　㋛　 6
　㋜　56　　㋝　56　　㋞　28
　㋟　28　　㋠　28　　㋡　22
　㋢　22

1　はるかさんの図が、けんたさんの図より長く
なっている部分は、2人の持っている色紙のま
い数のちがいを表しています。

2　えりさんの考え
　ちがいの部分を取って、けんたさんの持って
いるまい数にそろえて 2等分します。
　　ひろきさんの考え
　ちがいの部分をたして、はるかさんの持って
いるまい数にそろえて 2等分します。

5 5

6 .

.

.

4
1

52

2 6
6
2

7
8
5

+
.

.

.

0
0 0

0

0

0
1
2

6
3

4
6+

.

.

.

0
6

7

5
5
0

4
4

3
3

+

.

.

.

47
6
0

8
5

5
9
6

-
.

.

.

5
0
4

2
3
8

8
2

- .

.2

2

2

3
0 8

1
4
6

-

.

.

.

1

1

2
4
7

6
8
4

3
3

+
.

.

.

1
41
7

3

4
3
0

3
5
8

-

.

.

7
85

1 1
5
5

- .

.

.

1 0
5
0

1
0

1
1

5
-

6

7 7

8 8 .

.

.

3
4

4
5
0

2
8
0

6

6
0+

35.8は
35.80と考えます。

.

.

.

5
1
3

3
7
5

2
8

0
-

5.3は
5.30と
考えます。

9 9

ちがいに注目して　 40〜41ページ
1 1
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1㋐　80　　㋑　16
2　式　80 - 16 = 64
　　　　64 / 2 = 32
　　　　32 + 16 = 48
答え　（ゆかさん）32（こ）、（えみさん）48（こ）
3　式　80 + 16 = 96
　　　　96 / 2 = 48
　　　　48 - 16 = 32
答え　（えみさん）48（こ）、（ゆかさん）32（こ）

2　ちがいの部分を取って、ゆかさんの持ってい
るこ数にそろえて 2等分します。

3　ちがいの部分をたして、えみさんの持ってい
るこ数にそろえて 2等分します。

㋐　20　　㋑　20　　㋒　210
式（例）　20 * 3 = 60
　　　　210 - 60 = 150
　　　　150 / 3 = 50
　　　　50 + 20 = 70　
　　　　70 + 20 = 90
 答え　50 cm、70 cm、90 cm

　ちがいの部分を取って、いちばん短いリボンの
長さにそろえて 3等分します。
別
べつ

の考え
　ちがいの部分をたして、いちばん長いリボンの
長さにそろえて 3等分します。
20 * 3 = 60、210 + 60 = 270、
270 / 3 = 90、90 - 20 = 70、
70 - 20 = 50

2番目の長さのリボンにそろえ
る求め方もできます。いろいろな求め方を考えさせる
とよいでしょう。

そろばん

1　273054　　2　68194750
3　85.4

・整数を表すときは、いちばん右にある定
てい
位
い
点
てん
を

一の位とします。
・小数を表すときは、一の位として決めた定位点

　の右を 10
1  の位とします。

1㋐　 8　　㋑　10　　㋒　 1　 ㋓　11.75
2　9.8
1　8.5　　2　5.96　　3　10.01
4　12.6　　5　12.9　　6　 8兆

ちょう

、 　　 まず、たされる数を入れて、たす数を大
きい位の数からたしていきます。

1　7.27
2㋐　 2　　㋑　 5　　㋒　 1　　㋓　0.2
　㋔　2.2
1　3.5　　2　5.32　　3　2.13
4　3.9　　5　0.8　　6　31億

おく

、 　　 まず、ひかれる数を入れて、ひく数を大
きい位の数からひいていきます。

2 22

3 3

そろばん　 42〜43ページ
1 1

2

3

2 3

4

5

4 5
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わり算の筆算⑵

1　16　　2　 4　　3　 4　　4　 4　　5　 4　　6　 4　　7　 4
 5、30、4、30

1　 4　　2　 3　　3　 2
4　 6　　5　 4　　6　 7
7　 8　　8　 7　　9　 6

10をもとにして考えます。
1　 80 / 20　 　8 / 2 = 4

9　 300 / 50　 　30 / 5 = 6

1　 3あまり 10　　2　 1あまり 30
3　 3あまり 10　　4　 4あまり 30
5　 8あまり 20　　6　 9あまり 30
7　 8あまり 50　　8　 7あまり 70
9　 5あまり 50

 10をもとにして考えたときは、あまりも、
10のこ数です。
1　70 / 20　 　7 / 2 = 3あまり 1

　だから、70 / 20 = 3あまり 10

1　 4あまり 60　　2　 5あまり 10 10をもとにして考えます。
1　340は 10が 34こ、70は 10が 7こ
　　だから、34 / 7 = 4あまり 6
　　あまりの 6は10が6こということだから、
　あまりは60になります。
2 　わる数が 70、あまりが 80で、あまりがわ
る数より大きくなっているから、商を 1大き
くします。

「あまり<わる数」や「あまり
も 10をもとにした数」に注意して計算し、けん算を
して答えをたしかめよう。けん算は、
わる数  * 商  + あまり  = わられる数  でするよ。

11　 3　　2　93　　3　 0　　24　48　　5　 3　　6　36
37　54　　8　 4　　9　72　　40　150　　Q　 5　　W　7

1　2　　2　3　　3　4  わる数を何十の数とみて、まず、商の見当をつけ
ましょう。わられる数も何十の数とみてもよいで
す。
1　64 / 32　　別

べつ

の考え方 64 / 32

1 　　　　　　2 　　　　　　3 

6
44ページ

1
2

45ページ
1 1

10が 8こ 10が 2こ

10が 30こ 10が 5こ

2 2

10が 7こ 10が 2こ 10が 1こ

3 3

46ページ
1

47ページ
1 1

30 60 30

32 64
64

0

2
g 24 72

72
0

3
g 23 92

92
0

4
g
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1　 2あまり 3　 けん算… 42 * 2 + 3 = 87
2　 3あまり10　けん算… 21 * 3 + 10 = 73

 1 　　　　　　2  

けん算は
わる数 * 商  + あまり = わられる数 
でします。

 答えのたしかめをすることを「けん算」といっ
たね。

1　 3あまり 11
2　 5あまり 1
3　 4あまり 8

かりの商をたてて考えます。
1　24を 20とみます。
　　　　　　　

2　18を 20とみます。
　　　　　　　　

3　13を 10とみます。
　　　　

1　 4あまり 5
2　 3あまり 6
3　 2あまり 24

 かりの商が大きすぎたときは、商を小さくしてい
き、かりの商が小さすぎたときは、商を大きくし
ていきます。
1  　　　　　　2 　　　　　　3 

1　 8あまり 4
2　 9あまり 14
3　 7あまり 71

 わられる数が 3けたになっても、同じように筆
算できます。
1 　　　　　　2 　　　　　　3 　　　　　　

11　 1　　2　 4　　3　128
24　 3　　5　0
36　 3　　7　534　　8　534　　9　83

2 2
842 7
84

3

2
g 2 7

6
10

3
1 3

3
g

3 3

24 83
96

4
g 2 83

3
4

72
11

g
➡

1小さくする。

ひけない

4
18 91

72
19

g

1

18 91
90

5
g

➡

1大きくする。

まだひける

13 60
78

6
g 13 60

65

5
g

➡ ➡

1小さくする。 1小さくする。

ひけない ひけない
2

13 60
5

8

4
g

4 4

15 65
60

5

4
g 26 84

78
6

3
g 4 23 9

68
24

2
g

5 5

32 2
256

8
60

4

g 57 527
513

14

9
g 83 652

581
71

7
g

48ページ
1
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1  2  3 

4  5  6  

 百の位
くらい
に商はたたないから、十の位から商を

たてます。

かりの商を2回たてることもあ
ります。たてたかりの商でかけた積が「ひけるか」、「余
りがわる数より小さいか」を1回ずつ確かめて、てい
ねいに根気よく筆算をさせましょう。

　　一の位の 0を書きわすれないようにしましょう。

1　　　　　　2　　　　　　3

　　　　　　　　　 　

　　　　　　省
はぶ
いてもよいです。

1  2   3  

1   2  3  わる数が 3けたになっても、筆算のしかたは
同じです。

11　10　　2　48　　3　 8　　4　 6　　5　6
26　 4　　7　1200　　8　100　　9　12
11　 9　　2　54　　3　 0　　4　90
25　 4　　6　400　　7　400

あ、う、え  い　わられる数とわる数に同じ数をかけたり、
　わったりしても 280 / 40になりません。

（例
れい
）　24 / 4、240 / 40、12 / 2  商が 6になるわり算の式を 1つ考えたら、その

式のわられる数とわる数に同じ数をかけたり、同
じ数でわったりした式を考えれば、その式も商が
6になります。
　24　/　4　　　　24　/　4
　   * 10　 * 10　　   / 2 　   / 2

  240  /  40　　　  12　 /　2

49ページ
1

49 848
49
358
343

15

17
g 28

56

2
791

231
224

7

8
g 42 996

84
156
126

30

23
g

25 851
75
101
100

1

34
g 34 673

34
333
306

27

19
g 16 656

64
16
1

0

41

6

g

1

2
8 3

3
00

3

0
43 9

86
3

3

2
g 3

00

0
1 922

91
12

12

7
g 19 760

76
0
0
0

40
g

2
8 3

3

0
43 9

86
3

2
g 1 2

12

0
3 92

91

7
g 19 760

76
0

40
g

3
126 378

378
0

3
g 273 825

819

3

6

g 320 9
640
2

2
30

90

g
3

50ページ
1

2

51ページ
1 1

2 2
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1　 4　　2　 9　　3　 5　　
4　 6　　5　 8　　6　16

わり算では、わられる数とわる数に同じ数をかけ
ても商は変

か
わりません。また、わられる数とわる

数を同じ数でわっても、商は変わりません。
このことを使って、くふうします。
3　70 / 14　　　6    400    /   25
　 　   / 7     / 7　　　        * 4　 　   * 4

　　10 /    2 　　　　　1600  /  100
　　　　　　　　　　　         / 100　    / 100

　　　　　　　　　　　　    16    /     1
1  2  3 　　　　　  終わりに 0のある数のわり算は、わる数の 0と

わられる数の 0を、同じ数ずつ消してから計算
することができます。

1  2  3   0を消したわり算で、あまりを求
もと
めるときは、消

した 0の数だけあまりに 0をつけます。
5年生で学習する小数÷小数の

筆算でも、商をわり算の性質を使って工夫した後、余
りはわられる数のもとの小数点の位置にそろえてうつ
ことを学習するので、余りはわられる数のもとの位と
同じになることを意識させましょう。

1　 5　　2　 2あまり 10
3　 7あまり 40
1  2  3  　　　　　

4  5  6 　　　　　

7  8  9  　　　　　

10をもとにして考えます。

 まず、わる数を何十とみてかりの商をたてます。
かりの商が大きすぎたときは商を小さくしていき、
小さすぎたときは商を大きくしていきます。
 わられる数が 3けたになっても、同じように筆
算できます。4～9は商が何の位からたつかを考
えましょう。

「かりの商をたてる→かける→ひ
く→あまりとわる数の大きさをくらべる」を繰り返せ
ばよいことを理解させましょう。

あ、え あ　わられる数とわる数に 10をかけると、
　420 / 60になります。
い、う　わられる数とわる数に同じ数をかけたり、
わったりしても 420 / 60になりません。
え　わられる数とわる数を 2でわると、
　420 / 60になります。

3 3

4
80 5600

56
0

70
g 300 8400

6
24
24

0

28
g 650 5200

520
0

8
g

4

5
20 350

2
15
14

10

17
g 540 2800

270
100

5
g 400 5000

4
10

8
200

12
g

5

52〜53ページ
1

2
32 76

64
12

2
g 23 83

69
14

3
g 17 91

85
6

5
g

58 395
348

47

6
g 44 282

264
18

6
g 35 160

140
20

4
g

24 658
48
178
168

10

27
g 46 782

46
322
322

0

17
g 19 587

57
17

30
g

1

2

3 3
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1 　　　　　　　　　　2 

3 

 終わりに 0のある数のわり算は、わる数の 0と
わられる数の 0を、同じ数ずつ消してから計算
することができます。あまりを求

もと
めるときは、消

した 0の数だけあまりに 0をつけます。

説
せつ
明
めい
（例
れい
） 　わる数の 15を 20とみて、 
62 / 20で考えて、かりの商 3をた
てています。

正しい筆算　　

あまり>わる数だから、かりの商は小さいこと
がわかります。

 0、1、2

式　700 / 32 = 21あまり 28
　　　　　答え　 1人に 21まいずつ配れて、
　　　　　　　　28まいあまる。
式　26 * 29 + 10 = 764
　　764 / 42 = 18あまり 8
 答え　18あまり 8

 83 * 10 = 830だから、商を 10より小さくす
るには、わられる数は 830より小さくします。
同じ数ずつ配るから、わり算の式になります。

 ある数 / 26 = 29あまり 10だから、ある数は
わられる数です。だから、
わる数 * 商  + あまり = わられる数 を使って、
まず、ある数を求めます。

倍の見方

 9、4、4
 5、400、400
 7、7、6、6

1　式　48 / 6 = 8 答え　 8倍
2　 8
式　130 * 4 = 520 答え　520 cm
1　□ * 3 = 72
2　24こ

 

式　子ネコ　560 / 80 = 7
　　子イヌ　600 / 120 = 5 答え　子ネコ

生まれたときの体重の何倍になっているかで、く
らべます。

4
400 180000

16
20
20

0

450
g 70 870

7
17
14

30

12
g

900 6000
54

600

6
g

4

5

15 62
60

2

4
g

5

6

7

8

6

7

8

54ページ
1
2
3

55ページ
1

2
3

2
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1　あ　　2　ポール、木　　3　う ポールの高さ 8 mを、もとにする大きさ 1とみ
ています。

1　 1とみる長さ　赤いテープ
　　 8にあたる長さ　青いテープ
2　□ * 8 = 160
3　20

3　□ * 8 = 160
　　□ = 160 / 8 = 20

式　68 / 4 = 17 答え　17倍   4 mを 1とみたとき、68 mはいくつにあたる
かを考えます。

式　150 * 8 = 1200 答え　1200 g 150 gを 1とみたとき、8にあたる大きさを考
えます。

式　□ * 5 = 950
　　□ = 950 / 5
　　　 = 190 答え　190円

1　割
わり
合
あい

2　式　えん筆　120 / 20 = 6
　　　　牛にゅう　125 / 25 = 5
 答え　えん筆

1　50年前のねだんの何倍になっているかでく
らべます。もとにする大きさを 1とみたとき、
くらべられる大きさがどれだけにあたるかを表
した数を割合といいます。

この単元の後、第 13単元では、倍を表す数が1より小さい数の問題も学習します。数の大小
からではなく、「もとにする大きさ」と「くらべられる大きさ」を、正しく読み取れるようにさせましょう。

まず、1とみる大きさを見つけよう。「●の□倍」の●が1にあたる大きさです。

がい数の表し方と使い方

40000、50000
1　 6、30000　　2　 4、160000　　3　 8、400000

1㋐　6000　　㋑　6000
2㋐　6000　　㋑　7000

 6000と 7000のどちらに近いかを考えます。

1　約
やく

1000　　2　約 2000　　
3　約 4000

 百の位
くらい
の数字を見ます。

2　1756　　→　　2000
1　約 40000　　2　約 20000
3　約 300000

千の位の数字を見ます。
3　295064　　→　　300000
　　　　　　　　　　　　29から 1ふやします。

小さくなる数　い、え、お
大きくなる数　あ、う、か

 千の位の数字が、0、1、2、3、4のときは、も
との数より小さくなり、5、6、7、8、9のとき
は、もとの数より大きくなります。

56〜57ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7
58ページ

1
2

59ページ
1 1

2 2

3 3

↓

4 4
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1　千、680000　　2　百、678000
1　 2、3000　　2　 3、3300
85、94

1　50000　　2　410000
3　250000

 一万の位
くらい
までのがい数にするから、1つ下の位の

千の位で四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

1　38000　　2　147000
3　10000

 千の位までのがい数にするから、1つ下の位の百
の位で四捨五入します。

1　100000　　2　400000
3　50000　　4　50000　　

 上から 1けたのがい数にするから、1つ下の位の、
上から 2けためで四捨五入します。

1　380000　　2　12000
3　28000　　4　90000

 上から 2けたのがい数にするから、1つ下の位の、
上から 3けためで四捨五入します。
4　89600　 　→　 　90000
　　　　　　　　　　　　89から 1ふやします。

いちばん小さい数　135
いちばん大きい数　144

1  ～ 4  で、まちがえた問題は、四捨五入する位に印
しるし
をつけて、もう1回やってみよう。

 1　200、100、400、400
 2　200、300、500、1000、こえる
 1　700、50、35000、35000
 2　50000、50、1000、1000

1　あ　　2　え　　3　う 1 　代金の合計を調べるときは、がい数にしない
で計算します。

2 　およその代金を調べるときは、四捨五入して
見
み
積
つ
もります。

3 　たりるかどうかを調べるときは、多く見積も
ります。

「たりるかどうか」と「こえるかど
うか」の見積もりのしかたが理解できていないときは、
「多く見積もって 1000円のとき、1000円で買え
るのか、買えないのか？」、また、「少なく見積もって
1000円のとき、1000円で買えるのか、買えない
のか？」を考えさせましょう。
　お店で買い物をする際に、「およそ何円になるか？」、
「○円でたりるか？」、「○円をこえるか？」などの見積
もりをさせるとよいでしょう。

60ページ
1
2
3

61ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

↓

5 5

62ページ
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2
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式　700 * 40 = 28000
 答え　約

やく
28000円

 上から 2けためで四捨五入して、上から 1けた
のがい数にしてから、かけ算をします。
実さいの金がくは、720 * 38 = 27360で、
27360円になり、見積もりに近い金がくになっ
ています。

式　20000 / 80 = 250
 答え　約 250円

 上から 2けためで四捨五入して、上から 1けた
のがい数にしてから、わり算をします。
実さいの金がくは、19900 / 81 = 245.6…で、
約 246円になり、見積もりに近い金がくになっ
ています。

あ、う  できるだけ正かくに数を表さなければならないも
のは、がい数で表しません。

1　千（の位）、約 3470000
2　百（の位）、3473000
3　一万（の位）、3500000

 1 　「約何万」にするということは、「一万の位ま
でのがい数にする」ということだから、1つ下
の位の千の位で四捨五入します。

2 　千の位までのがい数にするときは、1つ下の
位の百の位で四捨五入します。

3 　上から 2けたのがい数にするときは、1つ
下の位の、上から 3けためで四捨五入します。

1　10000
2　440000
3　3000000

 一万の位までのがい数にするから、1つ下の位の
千の位で四捨五入します。
3　2995871   →   3000000
　　　　　　　　　　     299から 1ふやします。

あ、え  千の位までのがい数にするから、1つ下の位の百
の位で四捨五入します。
あ　50263　→　50000
い　40732　→　41000
う　50941　→　51000
え　49504　→　50000

いちばん小さい数　265　　
いちばん大きい数　274　　

 

1　2400
2　500

 百の位までのがい数にするときは、1つ下の位の
十の位で四捨五入します。
1　300 + 300 + 1800
2　1000 - 200 - 300

1　4800000
2　2000

 上から 1けたのがい数にするときは、1つ下の位
の、上から 2けためで四捨五入します。
1　800 * 6000
2　80000 / 40

2 2

3 3

64〜65ページ
1 1

2 2

3 3

↓

4 4
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説
せつ
明
めい
（例
れい
） 　1000円でたりるかを調べたいか
ら、がい数にするときに、多く見

み
積
つ
も

ります。
　　　　200 + 300 + 400 = 900で
　　　　 多く見積もっても 900円だから、

1000円でたりることがわかります。
 答え　たりる。

 たりるかを調べるときは、多く見積もります。

説明（例） 　人数 32人と 1人分の電車代 380
円を、上から 2けためで四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
して、

上から 1けたのがい数にしてから、
交通ひを計算しています。

交通ひを求
もと
める式は、

380 * 32

400 * 30

がい数にする1つ下の位
くらい
で

四捨五入できているか、かくにんしよう。

算数で読みとこう

1　

　　気がついたこと
　　　　（例） 　11日と 13日の気温は 34度

で高いですが、残
のこ
った給

きゅう
食
しょく
の量

りょう
は、

11日は多いが、13日は少ない
ので、残った給食の量は、気温に
は関
かん
係
けい
しません。

2　（例） 　好
す
きな料

りょう
理
り
（ハンバーグ、カレーラ

イス、スパゲティーミートソース）の
日は、残った給食の量は少なく、苦手
な料理（魚料理、に物、野

や
菜
さい
いため）の

日は、残った給食の量は多いです。
3　できるとよいこと
　　　　（例） 　苦手なものをへらします。
　　理由（例） 　 4年生の半分近くの人が給食

を残す理由になっているから。

1　グラフから、次のことがわかります。
　・気温が 30度以

い
上
じょう
の日の残った給食の量

　　 2日、3日、11日…多い
　　 9日、10日、12日、13日…少ない
　・ 気温がいちばん低

ひく
い日の残った給食の量

　　 6日（25度）…4番めに多い
2　データ 1、3、4からわかること
　・ 残った給食の量が少ない日のメニューには、
好きな料理の 1位

い
から 3位が入っています。

　　 9日…ハンバーグ
　　12日…カレーライス
　　13日…スパゲティーミートソース
　　データ 1、3、5からわかること
　・ 残った給食の量が多い日のメニューには、苦
手な料理の 1位から 3位が入っています。

　　 2日…野菜いため
　　 3日…魚のスタミナ焼

や
き

　　11日…野菜と鳥肉のに物
3　 4年生の人数は、
　　38 + 12 + 10 + 6 + 14 = 80
　　で、80人です。

お子さんの学校の給食のことな
ど、話し合ってみるとよいでしょう。

8 8

9 9

↑ ↑

食べ残しをへらそう 66〜67ページ
1 1
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プログラミングを体験しよう！

1㋘　百　　㋙　1000　　㋚　百　
　㋛　 0 　　㋜　百　　　　㋝　4000　　
　㋞　千　　㋟　 1 　　㋠　百　　㋡　 0
2㋐　百　　㋑　 5
　㋒　百　　㋓　 0
　㋔　千　　㋕　 1
　㋖　百　　㋗　 0

1 　21483を百の位で四捨五入するとき、百の
位の数字に注目します。
　　21483　　→　　21000
　 　73856を百の位で四捨五入するとき、百の
位の数字に注目します。
　　73856　　→　　74000
　　　　　　　　　　　　3から 1ふやします。

2 　21483や 73856の四捨五入のしかたか
らプログラムをつくります。

1㋢　千　　　㋣　870000　　㋤　一万
　㋥　 1　　　 ㋦　千　　　　　    ㋧　 0
2㋐　千　　　㋑　 5
　㋒　千　　　㋓　 0
　㋔　一万　　㋕　 1
　㋖　千　　　㋗　 0

1 　865374を千の位で四捨五入するとき、千
の位に注目すると、千の位の数字の 5は、5
以上なので、一万の位の 6が 1ふえて 7にな
ります。
　　がい数は 870000です。
2　 1  と同じようにプログラムを考えます。
　 　千の位で四捨五入するので、千の位の数字で
一万の位の数が変

か
わります。

計算のきまり

120、350、30　（120と 350は順
じゅん
番
ばん
がちがってもよいです。）

1　72、72、2、70
2　 2、6、54

1　式　500 - (300 + 130) = 70
 答え　70円
2　式　1000 -(70 * 5) = 650
 答え　650円

 出したお金 - 代金 = おつり で、代金の部分を
（　）を使って表すと、1つの式に表すことができ
ます。
2　式の中のかけ算は、ひとまとまりの数とみて、
（　）を省

はぶ
いて書くこともあります。

1　300　　2　450
3　252 4　384
5　 5 6　 7

 ・ （　）のある式では、（　）の中をひとまとまりと
みて、先に計算します。
・ 式の中のかけ算やわり算は、たし算やひき算よ
り先に計算します。

1　90 2　68
3　43 4　35
5　13 6　 5

1　15 + 25 * 3 = 15 + 75
 3　5 * 9 - 6 / 3　　4　5 * (9 - 6 / 3)
　　 1 2

3
　　　　　 1

2
3

5　(5 * 9 - 6) / 3　　6　5 * (9 - 6) / 3
　　   1

2
3

　　　　　 1
2

3

四捨五入する手順を考えよう　 68〜69ページ
1 1

↓

2 2

8
70ページ

1
2

71ページ
1 1

2 2

3 3
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1　 3、3、12、388　　2　100、3700
11　 5　　2　 5　　3　120　　24　10　　5　100　　6　2400

式　（例
れい
）(5 + 2) * 13 = 91 答え　91こ  （　）を使わない式は 5 * 13 + 2 * 13 です。

1　1248　　2　792  1　104 * 12  = (100 + 4) * 12  
 = 100 * 12 + 4 * 12

2　99 * 8  = (100 - 1) * 8  
 = 100 * 8 - 1 * 8

1　107 2　89
3　2800 4　13000

 1　47 + (29 + 31)
2　(5.8 + 4.2) + 79
3　28 * (25 * 4)
4　(125 * 8) * 13

1　540 2　5400
3　270 4　5400

 かけ算では、かける数が●倍になると、積
せき
も●倍

になります。また、かけられる数とかける数をそ
れぞれ 10倍にすると、積は 100倍になります。

1　18　　2　78　　3　100
4　37　　5　12　　6　20　

・(　)のある式は、(　)の中を先に計算します。
・ * や / は、+ や - より先に計算します。

1　4、15、4
2　5.3、10
3　4、100
1㋐　5　　㋑　140　　
2㋐　10　　㋑　280
3　2800　　4　2800
1 　説

せつ
明
めい
（例） 　かけ算を先に計算しないといけ

ないのに、ひき算を先に計算して
います。

　　正しい答え　4
2 　説明（例） 　（　）の中を先に計算しないとい

けないのに、左から順に計算して
います。

　　正しい答え　8
500 - (120 + 40 * 5)
式　(500 + 700) * 8 = 9600
 答え　9600円
1　う　　2　あ　　3　い

計算の順序やきまりは、整数だ
けでなく、小数や分数の計算でも同じように使います。
ここで、しっかり理解させておきましょう。

1　(■ - ●) * ▲ = ■ * ▲ - ● * ▲を使います。
3　25 * 4 = 100が使えるように、交かんのき
まりを使ってかけ算の順

じゅん
じょを変

か
えます。

 かけ算では、かける数が●倍になると、積も●倍
になります。

1　28 - 8 * 3 = 28 - 24 = 4
2　56 / (4 + 3) = 56 / 7 = 8

 出したお金 - 代金 = おつり
 まず、ハンカチ 1まいとタオル 1まいのねだん
をひとまとまりにします。
あ　 4このまとまりと、6このまとまりに分け
ています。
い 　 6このまとまりと、14このまとまりに分け
ています。
う　あいているところにも○があるとみて、多く
数えたところをひいています。

72ページ
1
2

73ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

74〜75ページ
1 1

2

3

4

5
6

7

2

3

4

5
6

7
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垂直、平行と四角形

垂
すい
直
ちょく
、㋑、㋔、㋕　（㋑、㋔、㋕は順

じゅん
番
ばん
がちがってもよいです。）　　

直角、（右の図）

垂直   2本の直線が交わってできる角が直角のとき、
この 2本の直線は垂直であるといいます。

 「垂直」は、2本の直線の交わり方を表すこと
ばで、「直角」は、90&の大きさや形を表す
ことばだよ。まちがえないようにしよう。

㋓、㋕  ㋑と㋕の直線は、㋐の直線と交わるまでのばして
たしかめましょう。

1　

2　

3 、4  2まいの三角じょうぎを用意し、直角の部分
を使います。

1　㋐　　2　㋕　　3　㋔　　4　㋑　　5　㋐　　6　㋔　
Ａ、（右の図）
　

㋐（と）㋔、㋑（と）㋕

 

2.5 cm

  1本の直線に垂直な 2本の直線は、平行である
といいます。
㋐の直線と㋔の直線は、㋒の直線と垂直です。
㋑の直線と㋕の直線は、㋓の直線と垂直です。
 平行な直線のはばは、どこも等しくなっています。

9
76ページ

1
2

77ページ
1 1

2 2

3

4

78ページ
1
2

79ページ
1

2

1

2
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あ　65°　　い　115°
う　65°　　え　115°
1　　　　　　　　　2　

　

 平行な直線は、ほかの直線と等しい角度で交わり
ます。㋐と㋑、㋒と㋓の直線はそれぞれ平行なの
で、いとえ、65&とあの角度は同じです。
あとい、いとうの角は、合わせると 180&です。
 2　方がんを使って、㋑の直線のかたむきぐあい
を調べてかきます。

第 14単元で、立体での辺と面、
面と面の垂直や平行を学習するので、平面での辺と辺
の垂直や平行をしっかり理解させておきましょう。

1　辺
へん
　　2　角　　3　6　　4　4　　5　70　　6　110

1　平行　　2　角　　3　5　　4　115　　5　65

台形　い
平
へい
行
こう
四
し
辺
へん
形
けい
　あ、お

ひし形　う、か

1　 8 cm　　2　55&

1　　　　　　　　　　　　　　　2　長方形

台形 :向かい合った 1組の辺が平行な四角形
平行四辺形 :向かい合った 2組の辺が平行な

四角形
ひし形 :辺の長さがすべて等しい四角形
 平行四辺形は、向かい合った辺の長さと向かい
合った角の大きさが等しくなっています。
2　角Ｂの大きさを 90&に
すると、右の図のような長
方形になります。

1　　　　　　　　　　　　　　　2　正方形 2　角Ｂの大きさを 90&に
すると、右の図のような正
方形になります。

平行四辺形、ひし形、長方形、正方形
1　長方形　　2　平行四辺形、ひし形　（順

じゅん
番
ばん
がちがってもよいです。）　　3　ひし形

 向かい合った頂
ちょう
点
てん
を結

むす
んだ直線を、対角線といい

ます。
 

3

4

3

4

80ページ
1
2

81ページ
1

2

3

1

2

3

4 4

82ページ
1

83ページ
1 四角形の名前

四角形の対角線の特
とく
ちょう

台形 平行四辺形 ひし形 長方形 正方形

 2本の対角線の長さが等しい ○ ○
 2本の対角線がそれぞれの
真ん中の点で交わる ○ ○ ○ ○
 2本の対角線が垂

すい
直
ちょく
である ○ ○

1
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1　長方形　　2　ひし形
3　正方形　　4　平行四辺形

1 　 2本の対角線の長さが等しく、それぞれの
真ん中の点で交わっています。

2 　 2本の対角線が垂直で、それぞれの真ん中
の点で交わっています。

ひし形、長方形、正方形は、平行四辺形の対角線の性質をもっていることや、正方形はひし形
と長方形の対角線の性質を合わせた性質であることなど、表や図から、四角形どうしの共通点やちがい、関係なども
考えさせるとよいでしょう。四角形どうしの関係は、中学2年生で学習します。

1　㋕
2　㋓

1 　㋐の直線と交わってできる角が直角であるも
のをさがします。

2 　㋑の直線と垂直な㋖の直線をのばすと、㋓の
直線と垂直であるのがわかります。だから、㋑
の直線と㋓の直線は平行です。

1　

2　

 2まいの三角じょうぎを使ってかきます。

1　135&　　2　45&
1　㋑と㋕、㋓と㋔、㋔と㋖
2　㋐と㋒、㋓と㋖
1　 7 cm　　2　105&　　3　 6 cm
4　130&

 1 　あの角度と 45&を合わせると 180&です。
方がんを使って、直線のかたむきぐあいを調べて
考えます。
 1 ・2　平行四辺形の向かい合った辺の長さと向
かい合った角の大きさは等しくなっています。

3 ・4　ひし形の辺の長さはすべて等しいです。
また、向かい合った角の大きさも等しくなって
います。

1　

2　

　
え、お

三角じょうぎと分
ぶん
度
ど
器
き
、コンパスを使います。

1 　平行四辺形の向かい合った辺の長さは等しい
です。

2 　ひし形の辺の長さはすべて等しいから、4つ
の辺の長さはすべて 2 cmです。

　

2 2

84〜85ページ
1 1

2 2

3
4

5

3
4

5

6

7

6

7
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㋒と㋔  ㋐の直線に等しい角度で交わっている直線をさが
します。

　
1　ひし形
2　正方形

1　

2　

　

分数

1　 2、3、2 4
3　　2　 2、4、14、 5

14

8
4、10

5 、6
2、9

3、10
2 (8

4 と 10
5 、6

2 と 9
3 の順

じゅん
番
ばん
がちがってもよいです。)

㋐　6
1　　㋑　6

7、1 6
1　　㋒　 6

11、1 6
5

㋓　 6
16、2 6

4

1　2 1
2　　2　 4　　3　4

5　　4　 9
53

 1を 6等分しているから、1めもりは 16  です。

1　5 / 2 = 2あまり1→

3　4 * 1 + 1 = 5→　

1　>　　2　>　　3　< 2・3　帯
たい
分
ぶん
数
すう
か仮

か
分
ぶん
数
すう
のどちらかにそろえます。

1㋐　8
2　　㋑　10

4 　　㋒　3
1、9

3

2㋓　2
1　　㋔　5

4　　㋕　3
2

数直線を見て、同じ位
い
置
ち
にある分数をさがします。

4年生では、数直線を使って大
きさの等しい分数をさがします。5年生になると、大
きさの等しい分数のつくり方を学習します。

1　>　　2　<　　3　=　 分子が同じ分数では、分母が大きいほど小さい分
数になります。

1　 5、4、9、7
9　　2　 8、3、7

5

1㋐　 3、7
6、3 7

6　　㋑　 7
9、 7

18、 7
27　　2㋐　 7

32 　　㋑　 7
22、7

5、 7
17

8 8

9

いろいろな四角形の特
とく
ちょ

うをふり返ってまとめてみよう。

9

10
86ページ

1

2

87ページ
1

2

1

2 2 2
1

4
5

3 3

4 4

5 5

88ページ
1

2
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1　7
8 1 7

1
d n　 2　 5

12 2 5
2

d n 　3　 6
12 2] g

4　5
4　　5　4

4 1] g　　6　 9
14 1 9

5
d n

7　 8
16 2] g

分母が同じ分数のたし算やひき算は、  をもと

にして考えるから、分子だけを計算します。

1　7
1  が4こ分と4こ分だから、8こ分。

1　3 8
7

8
31
d n　　2　1 5

3
5
8
d n

3　5 4
1

4
21
d n　　4　3 7

1
7

22
d n

5　 6
1

63 19
d n　　6　 94 36

d n

1　

4　7
5 2 7

3 2 7
8 3 7

1+ = =

1　3 5
2

5
17
d n　　2　1 8

3
8

11
d n

3　3 6
1

6
19
d n　　4　1 7

6
7

13
d n

5　9
4　　6　3 3

1
3

10
d n

1　4 5
3 1 5

1 3 5
2

5
23

5
6

5
17

、- = - =

4　1 7
10

7
4 1 7

6
7

17
7
4

7
13

、- = - =

真分数　あ、か
仮分数　い、え
帯分数　う、お

1㋐　7
1　　㋑　7

8、1 7
1　　㋒　 7

13、1 7
6

2
　

　

真分数 :分子が分母より小さい分数
仮分数 :分子と分母が同じか、分子が分母より大

きい分数
帯分数 :整数と真分数の和で表されている分数

 1を 7等分しているから、1めもりは 17  です。

1　1 5
2　　2　 3　　3　3 9

4　　4　 3
14

4　3 * 4 + 2 = 14→ 3
14

1　>　　2　<　　3　<　　4　> 1 ・2　帯分数か仮分数のどちらかにそろえて、
大きさをくらべます。

1　8
9 1 8

1
d n　　2　 6

17 2 6
5

d n

3　9
9 1] g　　4　5

4　　5　 3
16 5 3

1
d n

6　7
7 1] g

分母が同じ分数のたし算やひき算は、  をもと

にして考えるから、分子だけを計算します。

分母が同じ分数のたし算とひき
算は、5年生で学習する分母がちがう分数のたし算と
ひき算につながります。分母はそのままで、分子だけを
計算することの意味を、しっかり理解させましょう。

1　3 6
5

6
23
d n　　2　2 7

4
7

18
d n

3　 5
2

5
24 2
d n　　4　3 9

27
d n

5　3 8
5

8
29
d n　　6　4

3

7　  1 6
5

6
11
d n　　8　2 10

7
10
27
d n

3　

　

7　2 6
2

6
3 1 6

8
6
3 1 6

5- = - =

8　3 10
3 2 10

10
10
3 2 10

7- = - =

89ページ
1 1 1

▲

2 2 1 8
2 2 8

5 3 8
7

8
10

8
21

8
31

、+ = + =

3 3

90〜91ページ
1

2

1

2

3 3

4 4

5 5 1
▲

6 6 5
4 3 5

3
5
7

5
23 4+ = =

5
7 1 5

2=
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7
30

3
10

6
18

4
11

5
13

、 、 、、 帯
たい
分
ぶん
数
すう
になおして大きさをくらべます。

1　まず、整数部分の大きさでくらべます。
2�　整数部分が同じ数のときは、分数部分の大
きさでくらべます。

説
せつ
明
めい
（例
れい
） 　分母をたしています。

正しい答え　4
3

4
1

4
2+  は、4

1  をもとにするから、分子だけを計

算します。
まちがえた計算は、もう1

回やってみよう。

変わり方調べ

1　 5　　2　 6　　3　 7　　4　 8　　5　 1　　6　 2　　7　 2

1　17 cm
2　

3　 1 cmずつへる。
4（例）　□ + ○ = 17
1　

2（例）　□ * 3 = ○
3　20だん

 1　まわりの長さが 34 cmだから、たての長さ　
と横の長さの和は、34 / 2 = 17

3　2で整理した表を、横に見ていきます。
4　2で整理した表を、たてに見ていきます。
　　たての長さ + 横の長さ = 17

 1　まず、図から、わかることを表に書き、
　きまりを見つけます。

2　1で整理した表を、たてに見ていきます。
　　だんの数 * 3 = まわりの長さ
3　2の式の○に 60をあてはめます。
　　□ * 3 = 60→□ = 60 / 3

1　

2　 1こずつへる。
3（例）　□ + ○ = 18
4　8こ
1　

2（例）　□ + 1 = ○　　3　16本

 2　表を横に見ていきます。
3　表をたてに見ていきます。
　　みさきさんのあめの数 + 弟のあめの数 = 18
4　3の式の□に 10をあてはめます。
　　10 + ○ = 18→ ○ =18 - 10 = 8

2　表をたてに見ていきます。
　　切る回数 + 1 = リボンの数
3　2の式の□に 15をあてはめます。
　　15 + 1 = ○→○ = 16

7 7

3
10 3 3

1
4

11 2 4
3

5
13 2 5

3

6
18 3 7

30 4 7
2

、 、

、

、= = =

= =

8 8

11
92ページ

1

93ページ
1

たての長さ（cm）1 2 3 4 5 6

横の長さ　（cm）161514131211

2 だんの数 （だん）1 2 3 4 5 6

まわりの長さ（cm）3 6 9 121518

1

2

だんの数の3倍がまわりの長さになっています。

94〜95ページ
1 みさきさんの

あめの数（こ）1 2 3 4 5 6 7
弟のあめの数
　　　　（こ）17161514131211

2 切る回数　 （回） 1 2 3 4 5

リボンの数 （本） 2 3 4 5 6

1

2
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1　

2（例）　□ * 2 = ○
3　20cm

 1　まず、図から、わかることを表に書き、
　きまりを見つけます。

2　表を、たてに見ていきます。
　　四角形の横の長さ * 2
　 = 直角二等辺三角形の数
3　 2の式の○に 40をあてはめます。
　　□ * 2 = 40→□ = 40 / 2

1　

2（例）　□ * 4 = ○　

 1　まず、図から、わかることを表に書き、
　きまりを見つけます。

2　表をたてに見ていきます。
　　  1辺の長さ  * 4 = おはじきの数

表を横や縦に見て、どんなきまりがあるか見つけられるようにさせましょう。6年生では、
3  や 4  のように、○が同じ数ずつ増えたり、○ = □ * 決まった数　になる比例の関係を学習します。

面積のくらべ方と表し方

あ　 4、4　　い　 4、4　　う　 5、5
か　 1、1　　き　 2、2　　く　 2、2

1あ　 7 cm#　　い　11 cm#
　う　 9 cm#　　え　 8 cm#
2　い　　

1 　 1辺が 1 cmの正方形に区切って、考えます。
　 　面

めん
積
せき
は 1辺が 1 cmの正方形が何こ分ある

か、数で表すことができます。1辺が 1 cmの
正方形の面積を 1 cm#といいます。

か　 4 cm#　　き　 2 cm#　　く　 3 cm#
け　 6 cm#　　こ　 4 cm#

（例）   1辺が 1 cmの正方形 6こ分でできている形を
かきます。

面積は、1辺が1 cmや1 mの
正方形（1 cm#や1 m#）が何こ分あるかで表すことが
できます。これが面積の考え方の基本です。
　長方形や正方形の面積を学習する前に、このことを、
しっかりと理解させましょう。

3 四角形の横の長さ
 （cm）1 2 3 4 5 6
直
ちょっ
角
かく
二
に
等
とう
辺
へん
三
さん
角
かく
形
けい

の数　　　　（こ）2 4 6 8 1012

3

四角形の横の長さの 2倍が直角二等辺三角形の数に
なっています。

4 1辺
ぺん
の長さ（cm）1 2 3 4 5 6

おはじきの数（こ）4 8 12162024

4

 1辺の長さの数の 4倍がおはじきの数になって
います。

12
96ページ

1
2

97ページ
1 1

2 2

3 3
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1　 4、12、12　　2　 7、49、49
㋐　 5、5　　㋑　 5、10　　㋒　10、5　　㋓　 6、5　　答え　50

1　96 cm#　　2　81 cm# 1　長方形の面
めん
積
せき

 = たて * 横　（横 * たて）
2　正方形の面積 = 1辺

ぺん
 * 1辺

1　 8 cm#　　2　 4 cm# 1　辺
へん
の長さが 2 cm、4 cmの長方形です。

2　 1辺が 2 cmの正方形です。
 4 cm  たてが□ cm、横が 9 cmの長方形の面積が

36 cm#だから、
□ * 9 = 36　→　□ = 36 / 9 = 4

1　式（例
れい
）　6 * 4 + 3 * 4 = 36

 答え　36 cm#
2　式（例）　6 * 7 - 3 * 3 = 33
 答え　33 cm#
3　式（例）　2 * 2 = 4
　　　　　　6 * 4 = 24
　　　　　　4 + 4 + 24 = 32
 答え　32 cm#

1　別
べつ

の考え1  
　3 * 4 + 3 * 8 = 36
　
　　別の考え2
　6 * 8 - 3 * 4 = 36

　　別の考え3  
　3 * 12 = 36

2　別の考え1  
　6 * 3 + 3 * 3 + 6 * 1
 = 33
　　別の考え2
　3 * 3 + 3 * 1 + 3 * 7
 = 33
　　別の考え3  
　3 * 11 = 33

3　別の考え1  
　2 * 4 * 2 + 2 * 8 = 32

　　別の考え2
　6 * 8 - 2 * 2 * 4 = 32

　　別の考え3  
　2 * 16 = 32

長方形や正方形の面積の公式を正しく適用できることが大切です。正しく式を書けているが答
えを間違えている場合には、式は正解であることを認め、計算のやり直しをさせましょう。

へこんだところのある形の面積は、1つの方
ほう
法
ほう
だけでなく、ほかの方法でも考えてみよう。

98ページ
1
2

99ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

あ い

全体 う

あ い う

え お か

あ + う い

全体 え +お + か + き
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1　 3 2　 3 3　 6 4　 6 5　60000
1　 6 2　36　　3　36　　4　36000000
1　m#　　2　a 3　ha 4　km#　　5　100　　6　100　　7　100

1　54 m#　　2　121 m#  1　6 * 9 = 54　　2　11 * 11 = 121
20、200000  辺の長さを同じ単

たん
位
い
にそろえてから計算します。

400 cm = 4 m、5 m = 500 cmです。
4 * 5 = 20（m#）
400 * 500 = 200000（cm#）

1800、18  100 m#の面積を 1 aといいます。
30 * 60 = 1800（m#）、1800 m# = 18 a

640000、64、6400  10000 m#の面積を 1 haといいます。
800 * 800 = 640000（m#）
640000 m# = 64 ha = 6400 a

35、35000000、3500  5 * 7 = 35（km#）
1 km# = 1000000 m#だから、
35 km# = 35000000 m#
1 ha = 10000 m#だから、
35000000 m# = 3500 ha

 5 cm 20 cmのひもで長方形をつくると、
（たて + 横） * 2 = 20　となります。
つまり、20 / 2 = 10　たて + 横 = 10
正方形は、たての長さと横の長さが等しい長方形
と考えられます。
表の続

つづ
きを書いていきましょう。

面積がいちばん大きいのは、たてと横が 5 cmの
長方形、つまり、1辺の長さが 5 cmの正方形です。

 まわりの長さが同じ長方形や正方形の中で、
面積がいちばん大きいのは、正方形なんだね。

大きな面積の単位の学習の最後に、正方形の1辺の長さを 10倍すると、面積は
(1辺 * 10) * (1辺 * 10)で、100倍になることを学びます。100 m# = 1a、100 a = 1ha、100 ha = 1km#
という単位の変換は、丸暗記させるのではなく、1辺の長さと関連づけて理解させるようにしましょう。このことは、
5年生で学習する、立方体の1辺の長さと体積の関係に結びついていきます。

100ページ
1
2
3

101ページ
1 1
2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

たて （cm） 1 2 3 4 5
横 （cm） 9 8 7 6 5
面積（cm#） 9 16 21 24 25

6 7 8 9
4 3 2 1

24 21 16 9

23/12/12 ぴったり _東書算数４年 _解答

抜校



40

あ　 9 cm#　　い　 6 cm#

1　35 cm#　　2　144 m# 長方形や正方形の辺
へん
の長さの単

たん
位
い
に注意して、面

めん

積
せき
の単位を決めましょう。

1　5 * 7 = 35　　2　12 * 12 = 144

30000、3 辺の長さを同じ単位にそろえて計算します。
 2 m = 200 cm
200 * 150 = 30000（cm#）
30000 cm# = 3 m#

115 cm# （例
れい
） 　へこんだ部分をおぎなった大きい長方形の
面積から、へこんだ部分の長方形の面積をひ
きます。9 * 15 - 5 * 4 = 115

1　 1　　　　    2　1000000
3　10000　　4　1000000

正方形の 1辺
ぺん
の長さが 10倍になると、面積は

100倍になります。
2 　 1 a = 100 m#で 1 m# = 10000 cm#なので、
　 1 a = 100 * 10000 = 1000000（cm#）です。

1　う　　2　い　　3　あ

 4 m たてが□m、横が 12 mの長方形の面積が 48 m#
だから、
□ * 12 = 48→ □ = 48 / 12 = 4

（例） 　たてが 7 cm、 
横が 8 cmの長方
形と、1辺が 5 cm
の正方形に分けて
考え、2つの面積
を合わせて求めて
います。

りくさんの求
もと
め方の、7 * 8はたてが 7 cm、横

が 8 cmの長方形の面積を、5 * 5は1辺が 5 cm
の正方形の面積を表しています。だから、図には、
この 2つの四角形に分けられるように線をかき
ます。

本単元で長方形や正方形の面積
の学習をしたあと、5年生になると、平行四辺形や三
角形などの面積の求め方を学習します。「長方形の面
積 = たて * 横」はその基本になりますから、しっかり
と理解させておくようにしましょう。
　また、面積のいろいろな単位の大きさの感覚は、日
常生活の経験の中で身についていきます。ふだんの生
活の中で、テーブルの面、部屋、体育館、テニスコー
ト、サッカー場、畑や牧場などの面積はどのくらいだ
ろうと話し、適切な単位を用いて表す機会などをつ
くっていくとよいでしょう。

102〜103ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6  教室などの面積はm#を、県や町などの面積
は km#を使って表すよ。また、1 aや1 haは、
畑や牧

ぼく
場
じょう
などの面積を表すとき、よく使うよ。

7 7

8 8
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小数のかけ算とわり算

54、10、5.4
1　108.0
2　68、78.2
3　23.15

1　1.6　　2　4.2　　3　4.5  1　0.2 * 8 = 1.6

　　　2 * 8 = 16
1　　　　　2　　　　　3　  整数のかけ算と同じように計算します。かけられ

る数にそろえて、積の小数点をうちます。

1　　　　　2　　　　　3　

4　　　　　　5　　　　　　6　
　　　　　　

1 　一の位
くらい
の0を書きわすれないようにしましょ

う。
2 ・3・6　小数点より右にある、いちばんはし
の 0は消します。

1　　　　　　2　　　　　　3　  1　　　　　　　　　　　　

　　2.58を 100倍して、258 * 3の筆算をし
ます。積の 774を 100でわればよいから、
かけられる数 2.58にそろえて小数点をうちま
す。

2 　小数点より右にある、いちばんはしの 0は
消します。

3 　6.17を 100倍して、617 * 35の筆算を
します。積の 21595を 100でわればよいか
ら、かけられる数 6.17にそろえて小数点をう
ちます。

かけられる数を整数と考えて、
かけられる数の小数点にそろえて、積の小数点をうつ
ことの理由も、しっかり理解させましょう。3年生で
学習した「整数 * 整数」の筆算のしかたが、この「小
数 * 整数」や5年生で学習する「小数 * 小数」につな
がっていきます。

13
104ページ

1
2

105ページ
1 1

10倍 10倍
10
1
（10でわる）

2
*

.

.1

6

9

4
3
2

*
.

.2

3

6

8
7
6

*
.

.

1

7

2

6

8
6
8

2

3
*

.

.

0

0

3
3
9

*
.

.3

6

4

8
5
0

*
.

.

1

7

7

0

5
4
0

*
.

.
3
3

1
3
4

8
4
6
2
8

3
2
6

6

*
.

.

2
2
4

2

1
6
8

6
1
3
7
0

7
8
6

6

*
.

.1 1

1

6

4
8
0

5
0
0

3

4
*

.

.

2

7

5

7

8
3
4

*
.

.3

4

4

3

8

5
8
0

*
.

.
1
2

3
8
1

6

0
5
5

1
3
8
1
9

7
5
5

5

4
*

.

.

2

7

5

7

8
3
4

*
2

7

5

7

8
3
4

100倍

100倍

100
1
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1　2.9　　2　17.6　　3　0.4
1　2.7　　21　1.23　2　0.01　　3　0.05

1　2.3　　2　2.1　　3　3.1 整数 / 整数の計算でできるように、0.1をもと
に考えます。
1 　4.6は 0.1が 46こ分だから 46/2=23
　　0.1が 23こ分で商は 2.3

1 　 2 　　 3 　 商の小数点をうつところ以
い
外
がい
は、整数のわり算と

同じです。

1 　 2 　 3 　

　

1 　わられる数の一の位
くらい
の数が、わる数より小さ

いときは、商の一の位に 0を書き、小数点を 
うってから計算を進めます。

3 　商の一の位の 0を書きわすれないようにし
ましょう。

1  2 

3  4 

5  6 

わられる数が 100
1  の位や 1000

1  の位まであっ

ても、筆算のしかたは同じです。
商がたたない位に、0を書くのをわすれないよう
にしましょう。

まず、わられる数の小数点と同
じ位置に、商の小数点をうってから、筆算を始めさせ
るとよいでしょう。
　上巻の第3単元、第6単元で学習した「整数 / 整数」
の筆算のしかたが、この「小数 / 整数」や5年生で学
習する「小数 / 小数」につながっていきます。

106ページ
1
2

107ページ
1 1

2
.
.

6 8 4
6
2 4
2 4

0

1 4
g .

.
7 9 3 8

7
2 3
2 1

2 8
2 8

0

1 3 4
g .

.
5 3 1 5

3 0
1 5
1 5

0

6 3
g

2

3
.
.

0

0
8 7 2

7 2

9
g .

.
4 3 6 8 8

4 3
2 5 8
2 5 8

0

1 6
g .

.
5 4 3 7 8

3 7 8
0

0 7
g

3

4
.
.

3 4 9 5
3
1 9
1 8

1 5
1 5

0

1 6 5
g .

.
8 5 9 2

5 6
3 2
3 2

0

0 7 4
g

.

.
2 7 9 7 2

8 1
1 6 2
1 6 2

0

0 3 6
g .

.
8 0 3 2

3 2
0

0 0 4
g

.

.
7 0 4 4 8

4 2
2 8
2 8

0

0 0 6 4
g .

.
6 2 0 1 8 6

1 8 6
0

0 0 0 3
g

4
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1　12　　2　12　　3　3.9　　4　12　　5　3.9　　6　75.9　　

1　0.95　　2　100
1 、3.3

1 2　

 けん算  けん算
 3 * 17 + 1.1  18 * 4 + 0.6
 = 52.1  = 72.6

小数のわり算であまりを考えるとき、あまりの小
数点は、わられる数の小数点にそろえます。
けん算は
わる数 * 商 + あまり = わられる数でできます。

余りのある小数のわり算では、
筆算のいちばん下の数が、どんな数が何こあることを
表しているのか考えさせ、余りの意味を理解させるこ
とが大切です。ここで、しっかり理解させた上で、5
年生の「小数 / 小数」につなげるようにしましょう。

1 2 3 わりきれるまで計算するときは、0をつけたして
計算を続

つづ
けます。

1 2 3 わりきれるまで計算するときは、0をつけたして
計算を続けます。
2 ・3　商がたたない位に 0を書くのをわすれ
ないようにしましょう。

1　4.7　　2　1.1 上から 2けたのがい数で表すには、上から 3け
ためを四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

1　　　　　　　　2　　　　　　

108ページ
1

2

109ページ
1

.

.

3 5 2 1
3
2 2
2 1

1 1

1 7
g .

.

1 8 7 2 6
7 2

0 6

4
g

1

2 .
6 2 7

2 4
3 0
3 0

0

4 5
　g .8 3 0

2 4
6 0
5 6

4 0
4 0

0

.0 3 7 5
g .2 5 1 6 0

1 5 0
1 0 0
1 0 0

0

.0 6 4
g

2

3
.5 8 3

5
3 3
3 0

3 0
3 0

0

.1 6 6
g .

.
1 6 3 2 8

3 2
8 0
8 0

0

2 0 5
g .4 8 3 6 0

3 3 6
2 4 0
2 4 0

0

.0 0 7 5
g

3

4 4

.
.

8 7 5
2
5 5
4 8

7 0
6 4

6

4 6
7

8
3
3

0

　

g .
.

6 3 7 0 9
6 3

7 9
6 3
1 6 0
1 2 6

3 4

1 1 2
g
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1　100　　2　2.5　　3　2.5　　
4　140　　5　3.5　　6　3.5
7　32　　8　40　　9　0.8　　0　0.8　　Q　1　　W　0.8

1　式　20 / 8 = 2.5
 答え　2.5倍
2　式　36 / 8 = 4.5
 答え　4.5倍
3　式　26 / 8 = 3.25
 答え　3.25倍

1　

2　

3　

1　式　40 / 25 = 1.6
 答え　1.6倍
2　式　70 / 25 = 2.8
 答え　2.8倍
3　式　20 / 25 = 0.8
 答え　0.8

1　

2　

3　

セーター　2.4倍
手ぶくろ　0.3倍

4800 / 2000 = 2.4

600 / 2000 = 0.3

まず、もとにする大きさを、
問題文から正しく読み取ろう。いつも、大きい数を小
さい数でわる式になるのではないよ。くらべられる大
きさ / もとにする大きさで求

もと
めるよ。

110ページ
1

111ページ
1 1

2 2

3 3
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1　49.8　　2　4.98 1　8.3 * 6 = 

　　 83 * 6 = 498
2　0.83 * 6 = 

　　　83 * 6 = 498
1　23.8　　2　0.6　　3　8.7
4　67.2　　5　58.8　　6　67.5

4　　　　　　5　　　　　　6　　

1　2.6　　2　4.3　　3　0.08 3 　　　　　　　

1　12あまり 2.2
2　 3あまり 14.8
3　 2あまり 3.7

あまりの小数点は、わられる数の小数点にそろえ
てうちます。

1　6.5　　2　1.45
3　0.064

わられる数に 0をつけたして計算を続
つづ
けます。

1　11　　2　11.5

1　説
せつ
明
めい
（例
れい
）　積

せき
の小数点がありません。

　　正しい答え　291.6
2 　説明（例） 　商の一の位の 0と小数点を書

きわすれています。
　　正しい答え　0.14

1　上から 2けたのがい数で
　表すには、上から 3けため
　を四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

2　 1
10  の位までのがい数で

　表すには、100
1  の位の数

　字を四捨五入します。

式　1.4 * 2 * 7 = 19.6
 答え　19.6 dl

1.4 * 2 * 7

式　25.6 / 3 = 8あまり 1.6
 答え　8本とれて 1.6 mあまる。

　　　　　　

式　1700 / 500 = 3.4
 答え　3.4倍

まちがえた問題は、もう1
回やろう。わり算は、けん算をして答えをたしかめよ
う。

112〜113ページ
1 1

10倍 10倍
10
1
（10でわる）

100倍 100倍
100

1
（100でわる）

2 2
*

6
6

.

7
0
7.

2

2

2

1
5 6 *

5
5

.

4
4
8.

6

8

8

0
9 8 *

.

.6

2

7

2
3
5

5
0
0

3 3
.
.

5 3 4 2 4
4 2 4

0

0 0 8
g 一の位

くらい
と、 10

1
の位に 0を書く

のをわすれないようにしましょう。

4 4

5 5

6

7

6
.
.

7 8 0 2
7
1 0

7
3 2
2 8

4 0
3 5

5

1 1 4 5
g

8 8

1日に飲む牛にゅうの量
りょう

1週間は 7日

9 9
.

.

3 25 6
24

1 6

8
g

あまりの小数点は、わられる数の小数点
にそろえてうちます。

10 10
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どんな計算になるのかな？

式　50 * 90 = 4500
 答え　4500（m#）、45（a）

長方形の面
めん

積
せき

 = たて * 横で求
もと
められます。

1 a = 100 m#です。
式　0.48 * 4 = 1.92
 答え　1.92 kg

式　51 / 6 = 8.5
 答え　8.5倍

式　1000 - 280 * 2 = 440
　　440 / 96 = 4あまり 56
 答え　 4こ

1000 - 280 * 2 = 440

440 / 96 = 4あまり 56
ドーナツは 4こ買えて、56円あまります。
56円ではドーナツは買えないので、ドーナツは
4こまでしか買えません。

直方体と立方体

11　 5　　2　 4　　3　 3　　4　 2　　25　 4　　6　 8
1　イ　　2　ク　　3　キ　　4　クキ　　（1と2は順

じゅん
番
ばん
がちがってもよいです。）

1 　たて 3 cm、横 8 cmの長方形の面が 2つ、
たて 3 cm、横 4 cmの長方形の面が 2つ、
たて 4 cm、横 8 cmの長方形の面が 2つ

2 　8 cmの辺が 4つ、3 cmの辺が 4つ、 
4 cmの辺が 4つ

 1 　直方体の面の数は 6つで、向かい合った面
は形も大きさも同じです。

2 　直方体の辺
へん
の数は 12で、平行な辺の長さは

等しいです。

 

 あとうは組み立てるときに重なる辺の長さがちが
うところがあるので、組み立てられません。
 　　　　　　　　　　

 
家にある空き箱を切り
開いて展開図をつくり、
重なる点や辺を調べさ
せるとよいでしょう。

　

い

点シ…点セ　　点イ…点カ、点ク

どんな計算になるのかな？　 114〜115ページ
1 1

2 2

3 3

4 4
ソフトクリーム 2こ分の代金

14
116ページ

1
2

117ページ
1 1

2

3

4

2

3
4
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11　お　　2　か　　2　い　　33　Ａ
エー
Ｂ
ビー
　　4　ＡＤ

ディー

45　ＢＦ
エフ
　　6　ＤＨ

エイチ
　　7　Ｃ

シー
Ｇ
ジー
　　58　え　　9　か

（1と2、8と9は順番がちがってもよいです。）

1　 4つ　　2　面え
3　辺ＢＣ、辺Ｅ

イー
Ｈ、辺ＦＧ

4　面う、面お
5　辺ＡＢ、辺ＣＤ、辺ＥＦ、辺ＧＨ
1　面お　　2　面い
3　面あ、面う、面お、面か
4　面う、面か
1　

2　

1 　面かととなり合っている面が垂
すい
直
ちょく
です。

2 　面かと向かい合っている面が平行です。
3　面あと面おのそれ
　ぞれで、辺ＡＤと向
　かい合った辺と、右
　の図で色のついた長
　方形から考えます。
4　辺ＡＢと交わっている 2つの面です。
展
てん
開
かい
図
ず
を組み立てると右の

図のようになります。

中学1年
生でも、立体の見方を広げて
学習します。

平行になっている辺は、平行になるようにかきま
す。また、見えない辺は点線でかきます。

1　3　　2　2　　3　3　　4　3　　5　5　　6　5　　7　2
1　4　　2　4　　3　8　　4　0　　5　4

1　点Ｃ　（横 2 m、たて 6 m）
　　点Ｄ　（横 4 m、たて 0 m）
2　

1　平面上の点の位
い
置
ち
は、（横●m、たて▲m）

　と表します。
2　点Ｅ 　点Ａから横に 5 m進み、そこからた

てに 4 m進んだところが点Ｅです。
　　点Ｆ 　横は 0 mだから、点Ａからたてに

3 m進んだところが点Ｆです。

1　（横 0 cm、たて 5 cm、高さ 6 cm）
2　（横 6 cm、たて 5 cm、高さ 6 cm）
3㋐　頂

ちょう
点
てん
Ｃ　　㋑　頂点Ｇ　　㋒　頂点Ｂ

　㋓　頂点Ｈ

1・2　空間上にある点の位置は、
　（横● cm、たて▲ cm、高さ■ cm）と表します。

118ページ
1

119ページ
1

2

3

1
面あ、面い、面う、面お

2

3

120ページ
1
2

121ページ
1 1

2 2
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1　直方体
2　面　 6つ　　辺

へん
　12　　頂

ちょう
点
てん
　 8つ

3　 2（つずつ）3（組）

1　点キ　　2　点コ、点セ　　3　辺ウイ
1　4つ　　2　面う、面お　　3　3組
4　辺Ｂ

ビー
Ｆ
エフ
、辺ＦＧ

ジー
　　5　 4（つずつ）3（組）

1　（横 6 cm、たて 3 cm、高さ 4 cm）
2　（横 6 cm、たて 0 cm、高さ 4 cm）
3　（横 0 cm、たて 3 cm、高さ 4 cm）
記号　㋑　　
理由（例

れい
）　組み立てたときに、面ちと面なが 

　　　　重なってしまうから。

1　長方形だけでかこまれた形を直方体といいま
す。
直方体を辺にそって切り開いて、平面上に広げた
図をかきます。
 

1 　面かととなり合っている面が垂
すい
直
ちょく
です。

3　向かい合った 2つの面は平行です。
平行になっている辺は、平行になるようにかきま
す。また、見えない辺は点線でかきます。
（横● cm、たて▲ cm、高さ■ cm）と表します。

（別
べつ
の理由）

組み立てたときに、
あいているところが
あるから。

考える力をのばそう

㋐　780　　㋑　540　　㋒　 2
㋓　 2　　㋔　120　　㋕　120
㋖　300　　㋗　300　　㋘　120
式　(960 - 680) / 2 = 140
　　(680 - 140) / 2 = 270
 答え　大人　270円、子ども　140円
図　

式　330 - 270 = 60
　　(270 - 60 * 2) / 5 = 30
 答え　あめ　30円、ガム　60円
式　(620 - 440) / 3 = 60
　　(440 - 60 * 2) / 2 = 160
 答え　ノート　160円、えん筆　60円

図の共
きょう
通
つう
部分に注目して考えていきます。

(960 - 680) / 2 = 140

(680 - 140) / 2 = 270

330 - 270 = 60
(270 - 60 * 2) / 5 = 30

　

(620 - 440) / 3 = 60

(440 - 60 * 2) / 2 = 160

122〜123ページ
1

2

3
4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

共通部分に注目して　 124〜125ページ
1

2

3

4

1

2
子ども 2人の料

りょう
金
きん

子ども 1人の料金

大人 2人の料金 大人 1人の料金

3 ガム 1このねだん

あめ 5この代金 あめ 1このねだん

4

えん筆 3本の代金 えん筆 1本のねだん

ノート 2さつの代金 ノート 1さつのねだん
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4 年のふくしゅう

1　1378005020
2　9004063000000000
1　336036　　2　287028
3　3あまり 16　　4　8あまり 25

漢字で書き表されていない位
くらい
には、0を書きます。

2 　かける数の十の位の、積
せき
が 0になる計算を

省
はぶ
いて、くふうして計算します。

3 　　　　　　　4 　

1　60000 2　8000000 2 　十万の位までのがい数にするから、1つ下の
位の一万の位で四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

　79 6 4052　→　8000000
　

1　700　　2　220　　3　27 1　(80 + 20) * 7　　2　80 + 20 * 7
　　　　　　　　　　　　　
3　15 * 2 - 18 / 6
　　　

1　882　　2　7400 1　98 * 9 = (100 - 2) * 9
　　　　　  = 100 * 9 - 2 * 9
2　25 * 74 * 4  = 25 * 4 * 74  

 = 100 * 74
1　8.52 2　31.73
3　309.6 4　9.66
5　3.4 6 　0.065

1 ・2　筆算をするときは、小数点をたてにそろ
えて書けば、位がそろいます。和や差

さ
の小数点

は上の小数点にそろえてうちます。
3 ・4　整数のかけ算と同じように計算し、かけ
られる数にそろえて、積の小数点をうちます。

6 　商がたたない位に、0を書くのをわすれない
ようにしましょう。

2　　　　　　　　6 　

1　 7
11 1 7

4
e o　　2　8

4

3　3 6
5

6
23
e o　　4　2 5

4
5

14
e o

分母の等しい分数のたし算やひき算は、 1
▲

 をも

とにして考えるから、分子だけを計算します。

まちがえた計算は、もう1
回やろう。

126ページ
1

2

1

2

27 97
81
16

3
g 32 281

256
25

8
g

3 3

6だから切り上げます。 79から 1ふやします。

4 4
1

2
1

2

1 2
3

5 5

6 6

.

.

4

3

0
8
1

2
7

7
3

-
0 0 6 5.

.3 4 2 2 1
2 0 4

1 7 0
1 7 0

0

g

7 7
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あ　250&　　い　135&
う　45&

あ　360 - 110 = 250
い　180 - 45 = 135
う　180 - 135 = 45

あ　35&　　い　145& 平行な直線は、ほかの直線と等しい角度で交わり
ます。
あ 　㋕の直線と㋗の直線は平行なので、あの角度
は 35&です。

い 　㋕の直線と㋖の直線は平行なので、いの角度
は、180 - 35 = 145で、145&です。

㋐　台形　　㋑　平
へい
行
こう
四
し
辺
へん
形
けい

㋒　ひし形　　㋓　長方形　　㋔　正方形
㋐　向かい合った 1組の辺が平行な四角形です。
㋑�　向かい合った辺の長さと、向かい合った角の
大きさが等しい四角形です。
㋒�　辺の長さがすべて等しく、向かい合った角の
大きさが等しい四角形です。
㋓　角がすべて直角になっている四角形です。
㋔�　辺の長さがすべて等しく、角がすべて直角に
なっている四角形です。

1　直方体
2　辺Ｄ

ディー
Ｃ
シー
、辺Ｅ

イー
Ｆ
エフ
、辺Ｈ

エイチ
Ｇ
ジー

3　面う、面え、面お、面か

1　長方形だけでかこまれた形なので、直方体で
す。

2 　辺Ａ
エー
Ｂ
ビー
に平行な辺

は、面あ、面かのそ
れぞれで、辺ＡＢと
向かい合った辺ＤＣ、
辺ＥＦと、右の図で
色のついた長方形を考えて、辺ＨＧです。

3 　面あととなり合っている面は、面あと垂
すい
直
ちょく
で

す。
1　48 cm#　　2　64 cm#
3　60 m#

1　6 * 8 = 48

2　8 * 8 = 64

3　12 * 5 = 60
式（例

れい
）　3 * 4 + 5 * 3 = 27 答え　27 cm# 別

べつ

の考え1
2 * 3 + 3 * 7 = 27

別の考え 2
5 * 7 - 2 * 4 = 27

分けた図形を動かす考えで
も、求

もと
めてみよう。

127ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5
長方形の面

めん
積
せき

 = たて * 横（横 * たて）

正方形の面積 = 1辺
ぺん

 * 1辺

6 6

あ い

う全体
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1　

2（例）　□ * 6 = ○

1　図から、わかることを表に書いていきます。
2　表をたてに見ます。
　　長方形の数 * 6 = 面積

表を横に見たり、縦に見たりし
て見つけた関係は、5年生と6年生では比例の関係と
して学習します。さらに、6年生と中学1年生では、
反比例の関係も含めて広がっていきます。

1　 1度
2　午前 10時と午前 11時の間
3　午後 1時と午後 2時の間

1 　たてのじくは、15から 20の間が 5等分さ
れているから、1めもりは 1度です。

2 　折
お
れ線

せん
がかたむいていないところをさがしま

す。
3 　折れ線のかたむきがいちばん急なところをさ
がします。

1あ　 9　　い　13　　う　37
2　15人
3　22人

1　野球きらいを横に見て、
　　あ + 6 = 15　あ = 15 - 6 = 9
　　または、サッカー好

す
きをたてに見て、

　　15 + あ = 24　あ = 24 - 15 = 9
　　サッカーきらいをたてに見て、
　　い = 7 + 6 = 13
　　合計をたてに見て、
　　う = 22 + 15 = 37
　　または、合計を横に見て、
　　24 + い = う　う = 24 + 13 = 37
2 　野球好きとサッカー好きが交わったところ
の人数です。

3　野球好きを横にたした合計のところの人数
です。

式　きゅうり　400 / 200 = 2
　　小

こ
松
まつ
菜
な
　　300 / 100 = 3

 答え　小松菜

先週のねだんを 1とみたときの、今週のねだん
の割

わり
合
あい
を求めてくらべます。

128ページ
1 長方形の数（こ） 1 2 3 4

面積　　 （cm#）6 121824

1

2 2

3 3

4 4
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 1　2450000000000
2　47000000000
1　88319　　2　619481
3　90　　4　500
5　19　　6　30あまり 2
7　206あまり 3　　8　75あまり 5

2 　かける数の十の位
くらい
の積

せき
が 0になる計算を省

はぶ

いて、くふうして計算します。
3　10のたばで考えます。
　　63 / 7 = 9 630 / 7 = 90
4　100のたばで考えます。
　　40 / 8 = 5 4000 / 8 = 500
5 ～8　わり算の筆算は、大きい位から計算しま
す。計算のとちゅうでも、あまりはわる数より
小さくなるようにします。

2　　　　　　　6　　　　　　　7　

1　 3　　2　0.1
1　3.18　　2　5.69
3　0.45　　4　1.947

 小数のたし算やひき算を筆算でするときは、小数
点をたてにそろえて書けば、位がそろいます。和
や差

さ
の小数点は上の小数点にそろえてうちます。

小数点をうつのをわすれないようにしましょう。
1　　　　　　　2　　

3　　　　　　　4　

1　45°　　2　235° 2　　　　　　　　　　　　　180 + 55
　　　　　　　　　　　　　 = 235

　　　　　　　　　　　　　　360 - 125
　　　　　　　　　　　　　 = 235　

1あ　6　　い　10　　う　12　　え　35
2　算数がきらいで国語が好

す
きな人

3　17人　　4　25人

3 　 好き算数 と 国語 好き が交わったと
ころです。

4 　 好き算数 を横に見て、合計のところを
よみます。

1

2 2

*
7

6
6

1
1

4
4
9

6
9

7
4

8
0
8

8

3
7
1

1

3 92
9

2

30
g 4 827

8
27
24

3

206
g

3
4 4

.

.

.

0
2
3

7
4
1

3
5
8

+ .

.

5
0
5

6
6

9
9

+

.

.

.

5
4
0

2
7
4

1
6
5

- .

.

2
0
1

0
9

5
4

3
7

-

5 5

6

7 7
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式　245 / 8 = 30あまり 5
 答え　31日

 30日だと、まだ 5ページ残
のこ
っているから、全部

読むには、あと 1日かかります。
式　34 * 6 = 204
　　204 / 4 = 51 答え　51人

 まず、6つの組の子どもが、全部で何人いるかを
考えます。
1つの組の人数 * 組の数 = 全部の人数だから、
34 * 6 = 204で、204人です。
全部の人数 / 台数  = 1台に乗る人数だから、
204 / 4 = 51で、1台に乗る人数は 51人です。

1　120°　　2　15° 1　30 + 90 = 120
2　60 - 45 = 15

1　 1 cm　　2　 5 cm
3　6月 15日と 18日の間

2 　6月 9日は 9 cm、6月 12日は 14 cmだ
から、14 - 9 = 5で、ヘチマのくきは 5 cm
のびたことがわかります。

3 　横のじくの 1めもりは 3日だから、横のじ
くの 1めもり分で、直線のかたむきがいちば
ん急なところをさがします。

1　 2あまり 21 2　 5あまり 6
3　 2あまり 11 4　 9あまり 15
5　30あまり 10　　6　 3あまり 58

1　千の位　　2　十万の位

 わる数を何十とみて、まず、商の見当をつけましょ
う。かりの商が大きすぎたときは、商を小さくし
ていき、かりの商が小さすぎたときは、商を大き
くしていきます。
 四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
するときは、がい数にしたい位の 1つ

下の位に目をつけます。
1　305　　2　144
3　65 　　4　93

1　460 - (85 + 70) 2　8 * (97 - 79)

3　72 - 42 / 6 4　104 / 8 + 5 * 16  

1　288　　2　7300
3　55 　　4　82000

 真分数　い、お　　仮
か
分
ぶん
数
すう
　あ、え

帯
たい
分
ぶん
数
すう
　う

 1　96 * 3  = (100 - 4) * 3  
 = 100 * 3 - 4 * 3  
 = 300 - 12

2　25 * 37 * 4  = (25 * 4) * 73  
 = 100 * 73

3　6 + 35 + 14  = (6 + 14) + 35  
 = 20 + 35

4　82 * 125 * 8 = 82 * (125 * 8 )
 = 82 * 1000

1　>　　2　< 1 　帯分数か仮分数のどちらかにそろえて、大き
さをくらべます。

2 　1 7
3  を仮分数になおすと、分子が同じになり

ます。分子が同じ分数では、分母が大きいほど
小さい分数になります。

8 8

9 9

10 10

11 11

1

2

1

2

3 3
1

2
1

2

1
2

21
3

4

5

4

6 6
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1　 7
11 1 7

4
d n　　2　 8

12 1 8
4

d n

3　5 9
7

9
52
d n　　4　3 6

3
6

21
d n

 3 　帯
たい
分
ぶん
数
すう
のたし算は、帯分数を整数部分と分数

部分に分けて計算しても、帯分数を仮
か
分
ぶん
数
すう
にな

おして計算してもよいです。

　2 9
2 3 9

5 5 9
7

9
20

9
32

9
52

、+ = + =

4 　帯分数のひき算は、整数部分からくり下げた
1を分数になおして計算するか、帯分数を仮分
数になおして計算します。

　4 6
1

6
4

6
7

6
4

6
3= =3 3- -

　 6
25

6
4

6
21- =

1　う、お
2　い、う、え、お
3　え、お

1　　　　　　　　　　2　

　

　

 2まいの三角じょうぎを使います。

平
へい
行
こう
四
し
辺
へん
形
けい
の向かい合った辺の長さは等しいこと

を使います。

1　175000　　2　184999
え

1

　
2（例

れい
）　□ * 2 = ○

3　40 cm

 

 1　まず、図からわかることを表に書き、
　きまりを見つけます。

2　1で整理した表を、たてに見ていきます。
　　正方形の数 * 2 = 横の長さ
3　2の式の□に 20をあてはめます。
　　20 * 2 = ◯→◯ = 40

1　33.6 2　5.4　　
3　19 4　685.8
5　5560　　6　22.1
7　7.32 8　0.07

 1 ～6　整数のかけ算と同じように計算します。
かけられる数にそろえて積

せき
の小数点をうち、小

数点より右にある、いちばんはしの 0を消し
ます。

7 ・8　商の小数点をうつところ以
い
外
がい
は、整数の

わり算と同じです。商がたたない位
くらい
に、0を書

くのをわすれないようにしましょう。
5　　　　　　　　8　　　　　　　　

　

7
7

8

9

10

9

10

11
12

13 正方形の数 （こ）1 2 3 4 5 6 7

横の長さ （cm）2 4 6 8 10 12 14

11

13

正方形の数の 2倍が横の長さになっています。

1 1

*
.

.55

6

6

9
8
0

5
0
0

.

.

73 5 11
5

0 07

11
0

g
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1　 7あまり 1.6　　2　 2あまり 11.5  小数のわり算であまりを考える
とき、あまりの小数点は、
わられる数の小数点にそろえます。
けん算は
わる数 * 商 + あまり = わられる数でできます。

1　0.75　　2　0.85  わりきれるまで計算するときは、0をつけたして
計算を続

つづ
けます。

商がたたない位に、0を書くのをわすれないよう
にしましょう。

1　3.1　　2　2.3  上から 2けたのがい数にするには、上から 3け
ためを四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

1 　27.8 / 9 = 3.08 …
 1　直方体　　
2　辺

へん
Ａ
エー
Ｄ
ディー
、辺Ｂ

ビー
Ｃ
シー
、辺ＣＧ

ジー
、辺ＤＨ

エイチ

3　辺ＢＡ、辺ＧＨ、辺Ｆ
エフ
Ｅ
イー

4　辺ＡＥ、辺ＢＦ、辺ＣＧ、辺ＤＨ
5　面い

1 　長方形だけでかこまれた形や、長方形と正方
形でかこまれた形を直方体といいます。

3 　面あと面えのそれ
ぞれで、辺ＣＤと向
かい合った辺と、右
の図で色のついた長
方形から考えます。

4　面あに垂
すい
直
ちょく
な面の辺で、面あと交わっている

　辺が、面あと垂直な辺です。
1　（横 3 cm、たて 5 cm、高さ 4 cm）
2　（横 3 cm、たて 0 cm、高さ 4 cm）

空間上にある点の位
い
置
ち
は、

（横● cm、たて▲ cm、高さ■ cm）と表します。
1　84 cm#　　2　289 m#
3　45 km#　　4　16 cm#

長方形の面積 = たて * 横 ( 横 * たて )
正方形の面積 = 1辺

ぺん

 * 1辺
1　6 * 14 = 84
2　17 * 17 = 289
4　単

たん
位
い
を cmにそろえます。80 mm = 8 cm

  1　a　　2　ha  1　1辺が 10 mの正方形の面積は、
　10 * 10 = 100で、100 m#です。
　　100 m# = 1 aです。

式　7 / 5 = 1.4
 答え　1.4倍

 
1　立方体
2　面か
3　面あ、面い、面え、面か
4　点ケ

展
てん
開
かい
図
ず
を組み立てると、

右の図のようになりま
す。

 

2 2 1 　
.

.

8 5 7 6
5 6

1 6

7
g

3 3

4 4

1

5 5

面う、面え、面お、面か

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10
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56

15020000000
21000000000000

0の場所や数をまちがえていないか、右から4けたごとに
区切って、たしかめましょう。

13　225あまり 11　34.04
40.64　5107.3　60.35

7　　　　　8

9　　0

80帯
たい
分
ぶん
数
すう
のたし算 ･ひき算は仮

か
分
ぶん
数
すう
になおして計算する

か、整数と真分数に分けて計算します。

8  

　または、 

0  

　または、 

19　25　38 求
もと
められるところから、計算します。
例
たと
えば、216-11=5　319-11=8　
次に、1を計算します。117-8=9

1式　20*30=600　
答え　600 m#

　　2式　500*500=250000
　　　　　(250000 m#=25 ha)

答え　25 ha

210000 m#=1haです。250000 m#=25 haははぶ
いて書いていなくても、答えが 25 haとなっていれば
正かいです。

あ15&　い45&　う35& あ45&-30&=15&　い180&-(35&+100&)=45°
う向かい合った角の大きさは同じです。または、いの角が

45&だから、180&-(100&+45&)=35&
1あ、い、え、お　
2あ、い、え、お　3あ、い

それぞれの四角形のせいしつを、整理した上で考えるとよ　　
いです。

1えの面　
2あの面、うの面、えの面、かの面

実さいに組み立てた図に記号を書きこんで考えるとよいで
す。

145　29　354 140+15/3=40+5=45
272/(2*4)=72/8=9
39*(8-4/2)=9*(8-2)=9*6=54

1

　　2○*4=
　　3式　9*4=36 答え　36 cm

23まわりの長さはだんの数の4倍になっていることが、
1の表からわかります。

上から1けたのがい数にして、見
み
積
つ
もりの計算をします。

12000　2200　32000
4200　5400000　
6（例

れい
）けたの数がちがう

1い
2（例）6分間水の量

りょう
が変

か
わらない部分

があるから。

644160と数がまったくちがうことが書けていれば正か
いとします。
あおいさんは、とちゅうで6分間水をとめたので、その間
は水そうの水の量は変わりません。
2あおいさんが水をとめている間は、水の量が変わらない
ので、折

お
れ線グラフの折れ線が横になっている部分があ

るということが書けていても正かいです。

1 1

2

7
9

7
21d n 5

11
5
12d n

8
6

4
3

2

1 5
4

5
2

5
9

5
2

5
11+ =+ =

11+ 21 =+ =1 5
4

5
2

5
6

5
1

5
1+ =

1 4
1

4
2

4
5

4
2

4
3-- ==

= + =1-+1 4
1

4
2

4
1

4
2

4
1

4
2

4
3- =

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9

4 8 12 16 20 24 28

1 2 3 4 5 6 7
だんの数
（だん）
まわりの長さ
（cm）

9

10

10

11
11
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